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『
増
田
甚
之
介
物
語
』・『
益
田
甚
之
介
衆
道
沙
汰
之
巻　
全
』—
翻
刻
と
解
題—
は
じ
め
に
　
『
男
色
大
鑑
』（
井
原
西
鶴
作
、
貞
享
四
〈
一
六
八
七
〉
年
刊
。）
に
は
、
西
鶴
が
当
時
流
布
し
て
い
た
作
品
を
元
に
改
作
し
た
小
話
が
含
ま
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
に
「
玉
章
は
鱸
に
通
は
す
」（
巻
一
之
四
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
種
本
と
な
っ
た
作
品
に
つ
い
て
は
野
間
光
辰
氏
が
架
蔵
の
二
本
を
紹
介
さ
れ
た（1）
。
そ
こ
で
は
事
件
当
時
の
聞
書
風
の
古
態
を
存
し
て
い
る「
実
説
聞
書
」の
写
本（
イ
）
本
と
、（
イ
）
本
を
読
物
風
に
書
き
直
し
た
「
実
録
読
物
」
の
写
本
（
ロ
）
本
を
検
討
さ
れ
、「
玉
章
は
鱸
に
通
は
す
」
の
種
本
に
つ
い
て
、「（
イ
）
本
に
近
い
実
説
聞
書
風
の
も
の
で
あ
る
が
、
文
中
の
字
句
に
は
（
ロ
）
本
と
共
通
す
る
も
の
を
含
む
、（
イ
）
本
と
（
ロ
）
本
の
中
間
に
位
置
す
る
写
本
」
と
結
論
付
け
ら
れ
た
。
ま
た
そ
う
し
た
聞
書
風
と
読
物
風
の
中
間
に
位
置
す
る
写
本
の
一
つ
と
し
て
、
小
野
晋
氏
に
よ
る
内
閣
文
庫
蔵
『
備
前
喧
嘩
物
語
』
の
翻
刻
と
解
説
が
備
わ
る（2）
。
　
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
未
紹
介
の
写
本
、
加
越
能
文
庫
蔵
『
増
田
甚
之
介
物
語
』
と
染
谷
智
幸
氏
架
蔵
『
益
田
甚
之
介
衆
道
沙
汰
之
巻
全
』
を
翻
刻
し
、
野
間
光
辰
氏
架
蔵
本
や
『
備
前
喧
嘩
物
語
』
と
の
比
較
を
中
心
と
し
た
解
説
を
加
え
る
。
【
書
誌
】
　
「
増
田
甚
之
介
物
語
」（『
あ
ま
夜
物
語
』
内
）
写
本　
半
紙
本　
一
巻
一
冊
所
蔵　
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
・
加
越
能
文
庫
・
請
求
番
号
：
特
　
　
　
一
六
・
九
二-
五
表
紙　
辛
子
色
無
地
。
二
四
・
七
（
縦
）
×
一
七
・
六
（
横
）
糎
構
成　
「
あ
ま
夜
物
語
」（
一
葉
〜
四
〇
葉
）「
太
閤
記
之
内
瀬
川
妻
艶
書
写
」
（
四
一
葉
〜
四
六
葉
）「
増
田
甚
之
介
物
語
」（
四
七
葉
〜
五
八
葉
）「
有　
馬
玄
蕃
頭
殿
妻
女
詠
歌
之
事
」（
五
九
葉
）
紙
数　
五
九
葉
（
遊
紙
二
葉
）
挿
絵　
ナ
シ
用
字　
漢
字
仮
名
交
じ
り
題
簽　
中
央
墨
打
付
「
増
田
甚
之
介
物
語
」（
左
肩
無
枠
題
簽
に
「
あ
ま
夜
物
語
　
　
　
全
」
墨
打
付
。
一
六
・
三
×
三
・
六
糎
）
装
丁　
四
つ
目
綴
じ
字
高　
一
八
・
六
糎
（「
増
田
甚
之
介
物
語
」）
行
数　
半
丁
一
〇
行
（「
増
田
甚
之
介
物
語
」）
奥
書　
右
者
黒
田
筑
前
守
殿
右
筆
よ
り
江
戸
御
旗
本
去
方
へ
参
候
を
写
シ
申
候
／
『
増
田
甚
之
介
物
語
』・『
益
田
甚
之
介
衆
道
沙
汰
之
巻　
全
』—
翻
刻
と
解
題—
　
　
　
森
上　
亜
希
子二
七
七
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号
右
　
　
　
正
徳
六
年
正
月
廿
二
書
写
之
□
（
ヤ
ブ
レ
）
〔
凡
例
〕
１　
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
現
行
通
用
の
字
体
に
改
め
た
。
２　
清
濁
は
底
本
に
従
っ
た
。
た
だ
し
、
濁
音
の
な
い
仮
名
に
濁
点
が
あ
る
場
合
　
　
に
は
右
傍
に
＊
を
付
し
た
。
３　
原
本
に
は
句
読
点
は
な
い
が
、
校
訂
者
に
よ
り
適
宜
「
、」「
。」
を
施
し
た
。
４　
仮
名
文
字
は
す
べ
て
現
行
通
用
の
字
体
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
文
中
の
助
詞
　
　
の
「
ニ
」
は
「
に
」、「
而
」
は
「
て
」、「
ハ
」
は
「
は
」
に
改
め
た
。
５　
「
」
等
の
合
字
は
「
よ
り
」
や
「
ま
い
ら
せ
候
」
等
に
改
め
た
。
６　
丁
移
り
は
、
丁
付
と
表
・
裏
（
オ
・
ウ
）
を
括
弧
に
入
れ
て
示
し
た
。
７　
意
味
不
通
の
箇
所
は
右
傍
に
（
マ
マ
）
と
注
記
し
た
。
８　
破
損
で
判
読
不
明
な
箇
所
に
は
字
数
分
□
を
置
き
、
下
に
（
ヤ
ブ
レ
）
と
注
　
　
記
し
た
。
【
翻
刻
】
増
田
甚
之
介
物
語
当
家
中
に　
黒
田
筑
前
守
殿
家
中
之
事
也　
当
春
衆
道
事
に
て
喧
嘩
御
座
候
。
為
御
応
書
付
進
候
。
一
増
田
甚
之
助
と
申
者
、
親
は
弓
大
将
被
申
付
、
知
行
弐
百
五
拾
石
取
申
候
。
兄
は
若
旦
那
に
付
候
て
弐
百
石
被
申
候
。
此
度
は
在
江
戸
仕
候
。
甚
之
助
事
第
一
容
顔
美
麗
、
と
り
な
り
、
か
つ
か
う
申
所
無
御
座
候
。
仁
体
う
き
く
と
し
て
文
武
の
用
芸
に
達
し
、
若
者
に
は
珍
敷
器
用
者
に
て
剰
情
是
あ
り
、
風
流
者
に
て
御
座
候
。
拾
歳
の
暮
よ
り
小
性
奉
公
相
勤
、
旦
那
側
を
不
去
、
今
年
十
六
歳
に
罷
成
候
。
森
岡
権
九
郎
と
申
候
者
、
親
は
最
前
歩
行
目
付
仕
、
其
後
弐
百
石
取
申
候
。
此
親
相
果
申
候
後
、
権
九
郎
兄
権
左
衛
門
と
申
者
、
跡
目
相
違
な
く
被
申
付
、
目
付
役
仕
候
。
権
九
郎
は
是
、無
足
に
て
呼
出
し
召
遣
被
申
候
。
当
年
廿
八
歳
に
成
申
候
。
右
之
（
一
オ
）
甚
之
助
十
三
之
秋
よ
り
権
九
郎
思
ひ
初
、
甚
之
助
草
履
取
所
、
伝
九
郎
と
申
者
を
か
た
ら
ひ
様
く
申
候
へ
共
、甚
之
助
一
円
合
点
不
申
候
。
然
共
、
翌
年
之
春
よ
り
御
靡
、
そ
れ
よ
り
知
音
勢ママ
約
仕
候
。
惣
て
家
中
か
た
く
法
度
被
申
付
て
候
へ
は
、
互
に
忍
ひ
逢
、
存
知
た
る
者
一
人
も
無
御
座
候
。
然
る
所
に
今
度
家
老
の
内
に
中
小
性
之
様
に
召
遣
候
半
沢
伊
兵
衛
と
申
者
、甚
之
介
を
恋
初
候
て
、
則
、
甚
之
介
若
党
新
左
衛
門
と
申
者
を
頼
み
遣
ひ
、
様
々
に
申
候
へ
共
、
右
之
子
細
甚
之
助
一
円
同
心
不
仕
候
。
然
夫
伊
兵
衛
方
よ
り
申
遣
候
は
、
此
上
は
定
て
御
知
音
之
方
在
之
と
相
見
え
申
候
間
、
其
御
名
を
可
被
仰
下
候
由
申
遣
候
へ
共
、
尤
其
儀
を
も
取
合
不
申
候
間
、
後
に
は
状
ノ
返
事
に
も
不
及
候
へ
は
、
伊
兵
衛
腹
立
仕
、
我
等
数
な
ら
ぬ
身
に
て
候
へ
共
、
あ
ま
り
思
ひ
入
候
て
申
上
候
所
に
御
返
事
さ
へ
こ
れ
な
き
段
、
是
非
に
不
及
候
。
此
上
は
い
つ
に
て
も
路
次
に
て
見
掛
申
候
を
幸
に
乍
慮
外
（
一
ウ
）
御
恨
可
申
上
候
間
、
左
様
に
思
召
可
被
下
候
。
一
命
を
捨
た
る
申
分
に
御
座
候
間
、
甚
之
介
此
由
を
権
九
郎
に
具
に
申
候
得
は
、
下
々
と
は
申
な
か
ら
、
左
様
に
執
心
仕
候
は
、
若
衆
の
身
に
て
候
へ
は
是
非
に
否
と
被
仰
候
事
も
い
か
ゝ
。
其
上
事
六
ヶ
敷
成
行
候
へ
は
、
互
之
名
も
出
申
事
に
候
間
、
沙
汰
な
し
に
一
夜
二
夜
は
御
咄
候
へ
と
い
ふ
。
甚
之
介
以
外
腹
立
に
て
、
貴
様
と
か
様
に
申
合
候
上
は
、
た
と
ひ
殿
の
御
意
に
て
も
二
度
人
に
裸
ふ
れ
申
事
は
、
弓
矢
二
七
八
『
増
田
甚
之
介
物
語
』・『
益
田
甚
之
介
衆
道
沙
汰
之
巻　
全
』—
翻
刻
と
解
題—
八
幡
い
や
に
て
御
座
候
。
但
、我
等
か
心
を
御
覧
有
へ
き
と
の
御
申
こ
と
に
候
哉
、
虚
言
に
て
候
哉
と
云
。
権
九
郎
申
候
は
、い
や
く
左
様
ノ
事
に
て
は
無
御
座
候
。
御
若
年
故
御
聞
な
し
悪
敷
候
。互
に
命
こ
そ
に
て
候
得
は
と
様
々
な
た
め
候
へ
共
、
甚
之
介
さ
ら
に
聞
入
す
。
偖
は
と
思
ひ
定
メ
、
よ
し
な
き
人
に
身
を
任
せ
空
敷
月
日
を
送
り
申
こ
と
今
更
無
念
に
存
候
と
云
捨
、
其
座
を
立
申
時
、
権
九
郎
を
討
て
す
て
ん
と
思
ひ
候
へ
共
、（
二
オ
）
い
や
く
ケ
様
ノ
不
合
点
者
を
討
て
無
益
、
さ
き
の
相
手
を
討
、
首
尾
悪
敷
候
は
我
等
か
は
て
候
と
も
、
此
事
家
中
に
か
く
れ
有
間
敷
候
。
然
は
権
九
郎
安
穏
に
て
暮
し
申
間
敷
と
思
ひ
極
め
、
宿
え
か
へ
り
申
由
、
後
永
運
寺
と
申
住
僧
の
物
語
仕
候
を
承
り
申
候
。
若
輩
も
の
ゝ
料
見
に
は
け
ん
し
や
う
者
と
誉
申
候
。
さ
て
、
宿
所
へ
帰
候
て
新
左
衛
門
を
呼
寄
、
密
く
に
申
候
は
、
内
々
其
方
申
事
一
々
聞
届
候
。
さ
き
の
者
思
ひ
入
候
段
、
近
比
満
足
候
得
共
、
第
一
御
家
中
御
法
度
と
云
、
其
上
我
ま
ゝ
な
ら
ん
身
な
れ
は
年
月
か
け
て
申
候
共
、
か
な
い
申
ま
し
く
候
。
夫
に
付
、
我
等
を
路
次
に
て
見
か
け
次
第
恨
可
申
由
、
芳ママ
以
願
所
な
り
。
乍
去
往
還
の
人
も
見
と
ゝ
め
事
か
な
ふ
ま
し
。
其
段
申
に
状
を
遣
す
と
て
、
則
、
状
一
通
相
渡
ス
。
新
左
衛
門
請
取
て
、
其
日
伊
兵
衛
に
渡
シ
申
、
二
月
廿
五
ノ
日
付
に
て
、
翌
日
廿
六
日
の
晩
（
二
ウ
）
天
神
松
原
と
い
ふ
所
へ
出
ら
れ
候
へ
。
内
々
ノ
恨
を
可
承
と
書
遣
す
よ
し
。
半
沢
さ
て
こ
そ
と
思
ひ
よ
ろ
こ
ひ
明
日
を
お
そ
し
と
相
待
、
半
沢
傍
輩
、
又
は
家
中
ノ
若
党
、
其
外
足
軽
共
之
内
加
勢
と
し
て
相
あ
つ
ま
り
、
鬼
の
様
な
る
若
者
候
共
、
十
六
人
連
判
に
て
相
つ
め
、
廿
六
日
ノ
昼
返
状
を
つ
か
ひ
、
日
暮
候
て
は
必
々
御
出
候
へ
と
書
た
る
よ
し
。
甚
之
介
、
其
日
は
所
労
と
号
し
て
引
籠
罷
在
、
諸
親
類
、
其
外
小
性
中
間
之
内
別
て
念
比
ノ
者
共
へ
状
を
相
調
へ
、
又
権
九
郎
方
へ
も
状
を
遣
す
。
其
状
に
云
　
態
一
筆
と
り
む
か
ひ
ま
い
ら
せ
候
。
君
と
か
く
相
馴
参
ら
せ
候
は
ぬ
む
か
し
を
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
へ
は
、
身
は
う
き
海
士
の
捨
小
舟
や
る
方
も
な
き
世
を
渡
り
、
我
な
か
ら
心
ほ
そ
く
打
暮
し
ま
い
ら
せ
候
は
ん
に
、む
す
ふ
の
神
の
御
引
合
に
や
、
（
三
オ
）
数
な
ら
ぬ
身
を
十
三
の
秋
よ
り
、
と
や
か
く
と
御
心
を
つ
く
さ
れ
千
束
に
あ
ま
る
御
文
に
あ
つ
か
り
候
。
其
文
の
内
に
国
々
の
神
の
冥
罸
を
か
け
て
、
明
る
十
四
の
春
迄
御
身
を
あ
ら
ぬ
様
に
仰
ら
れ
候
へ
は
、
形
は
山
の
猿
に
似
て
心
は
野
辺
の
虫
よ
り
も
拙
き
我
等
に
て
候
得
共
、
流
石
岩
木
に
あ
ら
さ
れ
は
、
賤
か
心
も
八
嶋
に
つ
と
ふ
あ
つ
さ
弓
引
て
に
な
ひ
き
候
て
、
終
に
開
か
れ
ま
い
ら
せ
候
。
昨
日
今
日
と
は
く
ら
し
候
得
共
、
飛
鳥
川
な
か
れ
て
は
や
き
月
日
の
内
に
三
年
の
春
も
半
の
空
に
成
参
せ
候
。
君
の
御
心
の
内
は
か
は
り
渕
瀬
も
御
入
候
様
に
見
参
ら
せ
候
へ
と
も
、
我
等
之
心
底
は
日
本
国
中
の
御
神
君
を
の
み
月
花
よ
と
存
暮
し
候
。
親
も
あ
た
へ
ぬ
兄
弟
を
持
申
様
に
昨
日
今
日
（
三
ウ
）
迄
い
と
お
し
く
候
。
天
道
み
て
る
を
か
く
な
ら
ひ
に
て
芳
野
初
瀬
の
花
も
紅
葉
誘
嵐
の
心
な
く
、
須
磨
や
明
石
の
月
に
さ
へ
物
う
き
雲
の
打
お
ほ
ふ
世
の
中
に
て
候
得
は
、
先
日
ち
ら
と
御
物
語
申
候
事
、
色
々
先
ノ
者
慕
申
候
故
、
引
れ
ぬ
道
に
な
り
ま
い
ら
せ
候
。
昨
日
の
御
状
に
も
二
夜
三
夜
は
相
馴
候
へ
と
仰
下
さ
れ
候
事
、御
情
な
き
御
心
さ
し
、
筆
に
も
申
つ
く
し
か
た
く
候
。
私
も
員
な
ら
ね
と
も
弓
矢
取
者
の
子
と
生
れ
合
候
へ
は
、違
申
事
成
不
申
候
。
此
段
君
へ
最
前
進
置
候
別
紙
に
も
書
申
か
と
覚
申
候
。
先
へ
も
き
つ
と
断
申
候
。
夫
に
付
今
晩
去
方
に
て
、彼
者
と
出
合
申
筈
に
御
座
候
。
此
世
は
、
か
り
の
宿
と
兼
て
承
候
へ
共
、
昨
日
今
日
と
は
思
は
さ
り
し
を
し
る
も
、
下
臈
の
手
に
か
ゝ
り
墓
な
く
な
ら
ん
と
侍
の
冥
加
も
尽
果
た
る
様
に
一
入
口
惜
存
候
。
君
も
此
度
（
四
オ
）
我
等
と
一
所
に
御
出
、
三
途
の
旅
に
思
召
立
候
共
、
三
年
之
内
相
馴
候
御
縁
の
程
を
思
召
候
は
ゝ
、
苦
し
か
る
ま
し
く
候
。
二
夜
三
夜
は
二
七
九
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号
後
く
ら
く
彼
者
と
相
馴
候
へ
と
御
用
拾ママ
被
成
候
事
、
さ
り
と
て
は
く
御
情
な
く
候
。
夫
に
付
三
年
の
内
秋
の
心
に
積
り
申
候
御
う
ら
み
を
申
さ
ね
は
、
未
来
の
わ
さ
は
い
と
成
候
半
と
存
候
て
、
あ
ら
ま
し
を
一
書
に
仕
、
山
田
守
僧
都
の
人
に
似
た
る
御
う
ら
み
にママ
ま
く
し
く
思
召
候
は
ん
つ
れ
と
も
、
貴
様
御
部
屋
へ
私
忍
ひ
申
候
事
、
三
年
の
内
幾
度
と
申
事
無
御
座
候
。
昼
は
人
目
を
し
け
く
候
へ
は
、
御
夜
詰
過
候
て
九
つ
八
つ
の
鐘
鳥
鳴
ま
て
、
或
時
は
下
人
の
形
に
様
を
か
へ
、
又
或
時
は
頭
巾
深
く
と
か
ふ
り
脇
付
の
小
袖
着
、
雪
雨
露
に
ぬ
れ
て
立
忍
ひ
、
年
寄
衆
番
頭
衆
其
外
目
付
侍
衆
に
見
付
ら
れ
候
時
は
堀
の
駒
よ
せ
に
（
四
ウ
）
身
を
ほ
そ
め
、
或
は
か
く
れ
ぬ
け
迷
ひ
、
夜
更
あ
る
き
申
時
分
も
あ
り
。
其
節
く
親
兄
弟
に
折
檻
に
逢
申
候
得
共
、
と
や
か
く
や
と
申
の
か
れ
唯
一
筋
に
貴
様
を
の
み
恋
し
く
存
身
を
な
や
ま
し
申
候
に
、
去
年
霜
月
廿
日
ノ
夜
私
相
煩
候
折
か
ら
も
、
貴
様
に
逢
申
候
は
心
も
能
候
は
ん
と
存
、
親
と
も
寝
申
を
待
暮
、
我
一
人
忍
出
、
御
部
屋
の
あ
た
り
を
音
信
候
得
は
、
今
迄
物
音
の
聞
へ
申
候
に
、
俄
に
火
を
消
し
と
か
く
の
会
釈
も
無
御
座
、空
し
く
帰
申
候
。
其
後
御
物
語
の
相
手
承
度
と
尋
候
得
は
、
御
心
賤
く
御
か
く
し
被
成
候
事
、
生
々
世
々
わ
す
れ
か
た
く
、
御
う
ら
み
の
第
一
に
御
座
候
。
一　
餌
指
十
兵
衛
に
御
餬
被
成
候
貴
様
御
秘
蔵
の
雲
雀
を
、
去
年
卯
月
比
か
と
覚
申
候
、私
ほ
し
く
存
被
下
候
様
に
と
申
候
得
共
、終
に
不
被
下
候
。其
後
傍
輩
衆（
五
オ
）
え
御
物
語
ノ
節
に
、
或
若
衆
の
熊
手
に
か
け
て
我
等
の
雲
雀
を
ほ
し
そ
ふ
な
と
被
仰
候
よ
し
慥
に
承
候
。
其
後
又
小
林
庄
八
郎
殿
御
物
語
に
て
、
宇
賀
井
久
米
之
助
殿
、
小
鳥
御
数
奇
被
成
候
と
貴
様
御
聞
被
成
、
御
望
も
無
之
に
貴
様
よ
り
彼
雲
雀
に
哥
を
添
て
久
米
之
介
殿
へ
被
進
候
由
承
候
。
其
御
詠
哥
殊
外
承
こ
と
そ
ふ
に
存
候
。
数
な
ら
ぬ
私
分
に
候
得
と
も
、
御
契
約
之
内
か
様
之
振
廻
は
御
ふ
み
つ
け
被
成
候
と
存
候
へ
共
、
久
米
之
介
殿
は
御
家
中
一
番
之
若
衆
様
と
承
候
か
、
身
上
宣
候
得
は
思
召
之
段
貴
様
に
は
似
合
申
候
。
私
を
熊
手
と
被
仰
候
事
さ
り
と
て
は
御
恨
に
存
候
。
日
外
、
長
崎
衆
よ
り
御
も
ら
ひ
被
成
候
由
に
て
伽
羅
一
包
申
請
候
よ
り
外
、
日
本
の
神
何
に
て
も
不
申
請
候
。
右
之
御
悪
口
身
に
あ
ま
り
無
念
に
存
候
に
付
て
、
御
は
つ
か
し
き
な
か
ら
如
比
。
是
は
御
恨
の
第
二
。（
五
ウ
）
一　
観
音
院
を
御
た
の
み
被
成
、
寺
を
御
か
り
候
て
、
媒
の
者
同
道
に
て
久
米
殿
御
振
廻
候
て
、
二
人
な
か
ら
夜
更
候
迄
御
座
候
て
、
千
世
も
と
御
か
た
ら
ひ
被
成
候
よ
し
承
は
り
候
。
尤
深
く
御
か
く
し
被
成
候
故
、
誰
も
存
候
者
は
無
御
座
候
へ
共
、
私
は
よ
く
存
候
。
是
は
御
う
ら
み
の
第
三
。
一　
去
年
正
月
、
貴
様
御
持
被
成
候
扇
に
哥
を
書
と
被
仰
候
ま
ゝ
、
百
人
一
首
の
内
に
て
う
ら
み
侘
ほ
さ
ぬ
袖
た
に
の
哥
を
書
て
し
ん
し
候
所
に
、
私
前
に
て
は
仮
何
国
の
浦
に
住
と
も
此
扇
を
は
身
を
は
な
さ
す
御
持
可
被
成
と
の
御
た
ま
し
に
て
、
此
筆
者
た
い
ま
ち
と
御
落
書
被
成
、
程
も
な
く
吉
助
に
被
下
候
由
、
其
後
私
に
見
せ
候
。
是
は
い
か
成
御
な
ふ
り
や
う
に
候
哉
。
合
点
不
参
候
。
是
は
御
恨
の
第
四
。
一　
い
つ
そ
や
私
親
勘
兵
衛
方
へ
御
出
候
刻
、御
指
被
成
候
刀
を
ほ
め
申
候
得
は
、
翌
日
（
六
オ
）
吉
介
に
御
も
た
せ
下
さ
れ
候
。
私
を
侍
と
は
思
召
さ
す
、
か
ふ
き
子
の
様
に
御
あ
い
し
ら
い
被
成
候
と
存
候
。
誠
に
望
に
存
候
は
、
貴
様
と
拙
者
の
間
に
御
座
候
間
に
下
さ
れ
候
様
に
と
可
申
を
、
推
て
御
持
せ
被
下
候
は
、
物
ほ
し
さ
う
に
思
召
御
心
中
、
御
恥
敷
存
候
。
是
は
御
恨
の
第
五
。
一　
去
年
殿
の
御
前
に
て
何
れ
も
馬
に
の
り
候
時
、
我
等
袴
に
土
の
付
申
候
を
、
後
こ
し
に
候
得
は
不
存
候
て
乗
申
候
を
、
原
六
郎
左
衛
門
殿
御
覧
被
成
候
て
被
仰
候
故
、
拂
申
候
。
貴
様
は
私
跡
よ
り
御
乗
候
て
、
小
沢
九
郎
二
郎
と
目
ひ
き
候
て
二
八
〇
『
増
田
甚
之
介
物
語
』・『
益
田
甚
之
介
衆
道
沙
汰
之
巻　
全
』—
翻
刻
と
解
題—
御
笑
被
成
候
よ
し
。兎
角
私
に
恥
を
御
あ
た
へ
御
慰
可
被
成
と
の
御
心
中
に
候
哉
。
但
い
か
様
成
御
心
底
御
座
候
哉
。
是
は
御
う
ら
み
の
第
六
。
一　
去
年
九
月
十
八
日
之
夜
九
つ
半
過
迄
、
小
笠
原
半
弥
殿
に
罷
在
候
と
て
御
腹
立
（
六
ウ
）
被
成
候
。
其
節
も
申
入
候
こ
と
く
、
半
弥
殿
弓
稽
古
被
成
に
付
私
に
も
参
候
て
射
申
様
に
と
切
々
御
使
給
り
候
故
、
小
垣
孫
三
郎
殿
松
原
友
達
同
道
に
て
参
候
。
其
外
日
本
之
神
そ
覚
無
之
処
に
、
御
心
を
御
廻
し
御
腹
立
に
御
座
候
。
半
弥
殿
孫
三
殿
は
同
年
友
達
事
は
御
存
知
之
通
之
者
に
て
候
得
は
、
毎
日
毎
夜
寄
合
候
共
、
苦
し
有
間
敷
候
。
委
は
友
達
に
御
尋
可
被
成
候
。
其
後
被
下
候
御
状
に
私
を
犬
に
も
お
と
り
た
る
も
の
と
被
仰
下
候
。
い
か
に
御
心
に
入
不
申
と
て
も
、
侍
を
犬
に
お
と
り
た
る
も
の
と
仰
下
さ
れ
候
事
、
口
惜
奉
存
候
。
其
状
に
今
所
持
仕
候
。
是
は
御
恨
の
第
七
。
一　
貴
様
と
私
と
ヶ
様
に
申
合
候
て
三
年
ノ
内
、
貴
様
御
部
屋
へ
忍
ひ
申
候
事
、
夜
四
つ
時
よ
り
内
の
事
は
無
御
座
候
。帰
時
分
大
形
七
つ
六
つ
時
分
に
て
御
座
候
。
尤
（
七
オ
）
貴
様
御
送
り
被
成
候
事
も
度
々
御
座
候
。
乍
然
、
采
女
之
前
の
橋
際
ま
て
御
送
被
成
事
、
毎
度
な
ら
て
は
覚
不
申
候
。
大
方
相
瀬
惣
太
夫
殿
前
よ
り
御
帰
被
成
候
。
私
を
大
切
に
思
召
候
は
虎
伏
野
辺
、
鯨
寄
瀬
辺
へ
も
御
送
り
届
可
被
成
候
に
、
惣
太
夫
殿
前
よ
り
御
帰
被
成
候
事
、
其
夜
く
の
御
契
り
一
遍
と
推
量
仕
候
。
久
米
助
殿
抔
御
帰
被
成
候
は
、
天
竺
迄
も
御
送
り
可
被
成
候
。
私
事
に
候
得
は
、
尤
に
存
候
と
身
を
恨
み
申
候
。
常
に
私
を
大
切
に
思
召
候
と
の
御
偽
、
是
は
御
恨
の
第
八
。
　
右
之
一
書
に
仕
候
段
、
貴
様
も
御
矢
念
は
被
成
間
敷
候
。
是
非
は
一
万
恨
申
度
と
存
候
事
、
度
々
御
座
候
へ
共
、
私
親
祖
父
、
殿
之
御
厚
恩
之
者
に
御
座
候
得
は
、
御
奉
公
に
捨
可
申
命
を
よ
し
な
き
私
の
遺
恨
に
命
を
失
ひ
申
事
、
冥
加
も
い
か
ゝ
と
（
七
ウ
）
存
候
て
暮
し
申
段
、
貴
様
ノ
御
仕
合
と
存
候
。
此
度
貴
様
と
さ
し
ち
か
へ
可
申
か
と
存
候
へ
共
、
と
て
も
甲
斐
な
き
人
に
命
を
捨
候
は
ん
よ
り
下
々
に
て
も
遺
恨
御
座
候
者
を
引
請
相
果
候
は
ゝ
、
諸
親
類
之
存
知
所
も
死
後
の
思
出
か
と
存
候
。
今
晩
罷
出
申
筈
に
御
座
候
。
貴
様
は
御
長
命
に
て
若
々
我
等
事
思
召
出
る
折
々
は
、
一
返
之
御
廻
向
に
も
預
り
可
申
。
無
益
之
長
文
か
え
り
て
未
来
の
さ
は
り
に
も
候
得
共
、
君
な
ら
て
は
か
く
恨
可
申
方
も
無
御
座
故
、
お
か
し
き
こ
と
な
か
ら
、
　
　
花
盛
あ
る
と
や
い
は
ん
朝
㒵
の
夕
影
ま
た
ぬ
露
の
命
を
是
も
当
殿
様
哥
道
御
数
奇
被
遊
候
故
、
御
前
近
く
罷
在
、
御
書
物
も
見
馴
申
候
故
、
折
ふ
し
心
に
浮
ひ
出
申
故
、
書
付
進
し
申
候
。
申
度
事
山
々
に
候
得
共
、（
八
オ
）
夕
暮
近
付
候
間
、
早
々
申
残
し
候
。
御
一
覧
已
後
火
中
く
。
　
　
　
寛
文
八
年
申
二
月
廿
六
日　
　
増
田
甚
之
介
森
岡
権
九
郎
様
参
と
書
て
包
紙
之
内
に
　
　
末
の
露
も
と
の
雫
や
世
の
中
の
お
く
れ
さ
き
た
つ
た
め
し
成
ら
ん
　
此
古
哥
を
書
付
置
候
。
廿
六
日
の
六
つ
過
に
城
下
よ
り
一
里
有
之
天
神
松
原
と
申
所
へ
参
候
時
、
伝
九
郎
と
申
草
履
取
に
為
持
、
権
九
郎
方
へ
遣
ス
。
伝
九
郎
則
権
九
郎
に
逢
候
て
、
書
状
相
届
ケ
あ
ら
ま
し
申
聞
せ
、
伝
九
郎
は
甚
之
介
に
追
付
参
候
。
権
九
郎
其
状
を
披
見
、
是
は
と
驚
き
、
其
夜
は
当
番
に
て
候
得
共
さ
し
か
え
、
取
物
も
と
り
あ
へ
す
吉
助
と
申
草
履
取
一
人
召
れ
天
神
松
原
へ
参
候
事
。
一　
甚
之
介
は
其
夜
の
装
束
に
は
裸
に
白
キ
袷
を
着
、
上
に
は
さ
く
ら
ぢ
り
め
ん
（
八
ウ
）
の
肩
よ
り
す
そ
へ
糸
さ
く
ら
を
黄
糸
に
て
、
常
紋
銀
杏
の
丸
を
五
所
紋
に
つ
け
た
る
に
、
紅
梅
の
大
ふ
り
袖
一
つ
前
に
合
て
、
肥
前
の
忠
義
か
う
ち
た
る
壱
尺
八
寸
の
脇
刺
に
同
作
の
弐
尺
三
寸
余
り
の
刀
さ
し
、
松
原
の
木
陰
を
た
て
に
二
八
一
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号
取
、
そ
こ
ら
な
る
石
に
腰
を
か
け
、
今
や
く
と
相
待
所
へ
暮
六
つ
半
に
大
息
つ
い
た
る
男
来
を
、
甚
之
介
さ
て
こ
そ
と
刀
の
柄
に
手
を
か
け
候
処
に
権
九
郎
言
棄
を
か
け
、
甚
之
介
に
て
は
な
き
か
と
い
ふ
。
左
様
に
の
た
ま
ふ
は
誰
に
て
候
と
い
ふ
。
森
岡
権
九
郎
参
た
る
と
い
ふ
。
甚
之
介
、
云
か
い
な
き
人
の
御
助
太
刀
手
足
の
さ
は
り
に
成
候
侭
、
御
帰
候
へ
と
彼
方
此
方
問
答
す
る
所
へ
、
は
や
大
勢
来
る
。
暮
のママ
さ
は
く
ら
し
、
地
形
は
悪
敷
、
敵
は
大
勢
味
方
は
上
下
四
人
に
て
、
追
つ
帰
し
つ
切
合
に
、
味
方
両
人
之
者
は
常
に
太
刀
打
の
道
達
者
に
て
、
踏
込
く
切
立
た
る
甚
之
介
、
手
に
（
九
オ
）
か
け
両
人
切
た
る
よ
し
、
権
九
郎
手
に
掛
四
人
切
と
め
申
候
。
以
上
敵
を
六
人
切
、
残
ル
十
人
の
者
共
敵
を
捨
、
方
々
へ
退
き
申
候
。
本
人
半
沢
伊
兵
衛
は
権
九
郎
か
太
刀
下
に
て
切
ふ
せ
申
候
由
、
味
方
も
権
九
郎
か
小
者
吉
助
当
座
に
相
果
申
候
。
権
九
郎
右
の
人
指
、
目
の
上
少
き
ら
れ
申
候
。
甚
之
介
は
右
之
肩
先
二
寸
計
き
ら
れ
申
候
。
敵
を
追
ち
ら
し
、
近
所
の
在
所
に
永
運
寺
と
申
坊
主
を
頼
候
て
一
宿
仕
候
て
そ
れ
に
て
切
腹
可
仕
と
申
候
を
、
住
持
を
し
と
め
、
両
人
の
番
頭
迄
如
此
と
申
遣
候
て
、
又
永
運
寺
も
城
下
に
参
り
番
頭
目
付
へ
初
中
後
の
様
子
物
語
被
仕
候
。
其
夜
何
も
寄
合
相
談
之
上
に
て
目
付
一
人
、
歩
行
目
付
壱
人
指
遣
し
、
必
切
腹
無
用
と
申
遣
候
。
其
次
の
日
、
両
人
共
に
城
下
へ
引
取
申
候
。
先
親
類
共
に
預
置
疵
の
養
生
可
仕
よ
し
被
申
付
候
。
さ
て
其
夜
（
九
ウ
）
罷
出
候
者
共
、
穿
鑿
候
て
、
十
人
な
か
ら
捕
へ
成
敗
に
あ
ひ
申
候
。
若
党
新
左
衛
門
事
不
便
に
存
候
旨
、
甚
之
介
色
々
御
侘
言
申
上
候
。
死
罪
を
御
赦
免
、
国
中
追
拂
申
候
。
一　
甚
之
助
事
家
中
之
法
度
相
背
申
候
条
、
不
届
の
由
に
て
親
勘
兵
衛
に
御
預
置
候
処
に
、
色
々
御
侘
言
申
上
候
に
付
て
、
第
一
祖
父
よ
り
奉
公
よ
く
仕
候
者
に
て
其
上
甚
之
助
兼
て
奉
公
よ
く
仕
候
。
今
度
の
首
尾
か
い
く
敷
仕
候
故
、
御
免
候
て
前
の
こ
と
く
奉
公
相
勤
へ
き
よ
し
に
て
、
当
月
中
旬
よ
り
奉
公
に
出
申
候
筈
に
御
座
候
。
永
運
寺
よ
り
引
取
候
翌
日
、
親
勘
兵
衛
屋
敷
の
前
に
、
　
　
森
岡
に
十
双
倍
の
御
心
中
伽
羅
に
も
増
田
甚
之
助
様
と
書
置
申
候
。
拙
者
何
も
次
の
間
迄
見
廻
申
候
所
に
、
白
き
袷
に
浅
黄
縮
緬
の
小
袖
（
十
オ
）
あ
か
つ
き
た
る
を
見
て
見
廻
の
者
共
泪
を
流
し
申
候
。
甚
之
助
書
申
候
色
紙
短
冊
を
我
も
く
と
秘
蔵
仕
、
表
具
い
た
し
、
家
々
に
進
申
候
。
一
笑
く一　
権
九
郎
事
未
疵
も
尓
と
無
御
座
故
、
何
之
沙
汰
も
無
御
座
、
定
て
別
儀
有
ま
し
く
候
。
権
九
郎
身
に
成
候
て
は
、甚
之
介
様
御
心
中
忝
事
に
て
は
無
御
座
候
哉
。
一　
右
之
甚
之
介
十
四
歳
之
時
、
親
勘
兵
衛
若
党
徒
者
に
て
手
討
に
仕
ら
ん
よ
し
親
申
候
を
聞
付
、
老
人
之
手
に
掛
候
事
、
心
元
な
き
由
に
て
甚
之
介
部
屋
へ
呼
寄
候
て
手
討
に
仕
、
首
尾
よ
く
首
を
持
、
親
前
へ
参
候
。
其
節
も
旦
那
聞
候
て
感
し
ら
れ
、
刀
脇
刺
給
り
、
御
ま
い
ら
せ
候
度
、
指
て
出
申
候
両
腰
、
其
時
ノ
拝
領
の
道
具
に
て
御
座
候
。
随
分
け
ん
し
や
う
者
に
て
御
座
候
。
当
年
か
来
年
は
其
御
地
へ
可
参
候
間
、御
覧
可
被
成
候
。
容
顔
美
麗
御
驚
き
可
被
成
候
。
又
権
九
郎
其（
十
ウ
）
刻
指
申
候
刀
は
、
天
正
祐
定
に
て
二
尺
五
寸
、
是
も
切
随
分
能
道
具
に
て
御
座
候
。
両
人
共
に
か
い
く
敷
は
た
ら
き
、
人
の
う
ら
や
み
申
事
に
候
。
其
元
珍
敷
御
事
御
座
な
く
候
哉
。
可
被
仰
下
候
。
恐
々
。
　
右
者
黒
田
筑
前
守
殿
右
筆
よ
り
江
戸
御
旗
本
去
方
へ
参
候
を
写
シ
申
候
（
十
一
オ
）
右
正
徳
六
年
正
月
廿
二
日
書
写
之
□
（
ヤ
ブ
レ
）（
十
一
ウ
）
【
書
誌
】
二
八
二
『
増
田
甚
之
介
物
語
』・『
益
田
甚
之
介
衆
道
沙
汰
之
巻　
全
』—
翻
刻
と
解
題—
益
田
甚
之
介
衆
道
沙
汰
之
巻 
全　
半
紙
本　
一
巻
一
冊
所
蔵　
染
谷
智
幸
氏
架
蔵
本
表
紙　
二
七
・
四
糎
（
縦
）
×
一
八
・
〇
糎
（
横
）
題
簽　
中
央
墨
打
付
「
寛
文
拾
壱
年
有
馬
松
千
代
殿
御
下
中
／
益
田
甚
之
介
衆
道
沙
　
　
　
汰
之
巻 
全
」
紙
数　
七
葉
（
遊
紙
ナ
シ
）
奥
書　
ナ
シ
序
跋　
ナ
シ
絵　
　
ナ
シ
装
丁　
紙
縒
綴
字
高　
二
十
四
・
四
糎
編
著
者　
不
明
【
翻
刻
】
寛
文
拾
壱
年
有
馬
松
千
代
殿
御
下
中
益
田
甚
之
介
衆
道
沙
汰
の
巻　
全
　
抑
益
田
甚
之
助
と
申
者
、
親
わ
益
田
勘
兵
衛
と
て
知
行
高
六
百
五
十
石
者
に
て
弓
大
し
や
う
あ
い
つ
と
む
。
然
る
に
甚
之
介
其
身
第
一
利
根
に
し
て
、
や
う
か
ん
ひ
れ
い
又
な
ら
び
な
し
。
心
う
き
く
と
し
て
を
さ
な
け
れ
共
、
な
さ
け
ふ
か
く
十
一
の
と
し
よ
り
小
性
組
に
被
召
出
、
当
年
つ
も
る
と
し
は
十
五
歳
、
御
近
習
さ
ら
す
出
仕
す
。
こ
ゝ
に
森
脇
権
九
郎
と
い
ひ
し
者
、
親
わ
い
に
し
へ
歩
目
付
役
あ
い
務
候
処
隠
者
い
た
し
、権
九
郎
は
無
足
に
て
よ
び
出
し
の
御
奉
公
に
被
召
出
候
。
然
る
に
甚
之
介
十
三
の
秋
の
こ
ろ
よ
り
権
九
郎
ふ
か
く
を
も
ひ
そ
め
、
甚
之
介
か
ざ
う
り
取
伝
五
郎
と
云
し
者
を
頼
、
さ
ま
く
心
を
つ
く
し
く
と
き
け
れ
と
一
円
か
つ
て
ん
せ
す
。
明
ル
十
四
の
春
の
こ
ろ
や
う
く
な
び
く
心
地
し
て
そ
れ
よ
り
兄
弟
の
け
い
や
く
致
し
候
。
さ
れ
共
、
御
家
の
御
は
つ
と
と
い
ひ
、
た
か
い
に
忍
ぶ
ゆ
へ
、
し
り
た
る
者
は
な
し
。
然
所
に
今
度
侍
下
中
の
う
ち
よ
り
中
小
性
役
に
被
召
候
半
沢
伊
兵
衛
と
申
者
、
か
の
甚
之
介
に
ふ
か
く
を
も
ひ
入
、
若
党
新
左
衛
門
と
申
者
を
頼
、
文
を
や
り
さ
ま
く
心
を
く
た
き
、
色
く
く
と
き
け
れ
共
、
右
の
権
九
郎
に
申
合
た
る
事
な
れ
は
一
切
合
点
せ
ぬ
。
伊
兵
衛
、
然
ら
わ
そ
の
御
け
い
や
く
被
成
候
御
方
様
を
御
知
ら
せ
候
へ
と
申
遣
、
甚
之
介
又
そ
れ
を
も
更
に
き
ゝ
い
れ
す
。
ふ
み
を
や
り
さ
ま
く
心
を
つ
く
せ
と
も
後
は
返
事
も
不
出
。
伊
兵
衛
こ
と
の
外
腹
を
立
、（
一
オ
）
我
に
数
な
ら
ぬ
身
な
れ
わ
と
て
思
ひ
候
へ
は
こ
そ
申
上
候
に
御
返
事
も
無
之
候
。
ぜ
ひ
さ
や
う
に
候
は
ゝ
、
何
方
路
し
成
共
見
か
け
申
を
さ
ゆ
わ
ひ
に
、
乍
慮
外
御
浦
見
可
申
上
候
と
一
命
を
捨
て
云
け
れ
は
、
甚
之
介
此
事
を
権
九
郎
に
ひ
そ
か
に
語
る
。
権
九
郎
聞
て
、
下
々
と
い
ひ
な
か
ら
左
様
に
た
つ
て
し
う
し
ん
と
申
な
ら
は
、少
人
の
御
身
に
て
い
や
と
被
仰
候
へ
は
、
む
つ
か
し
く
成
る
物
に
候
間
、
我
等
に
わ
御
し
ら
せ
な
き
て
い
に
て
一
夜
二
夜
わ
御
咄
候
へ
と
云
。
甚
之
介
聞
も
あ
へ
す
気
色
替
り
、
ち
ま
な
こ
に
な
り
て
な
み
た
を
な
か
し
、
貴
公
様
と
私
か
や
う
に
申
合
上
り
候
。
た
と
へ
御
意
な
り
共
、
二
度
人
に
は
た
を
ふ
る
事
、
弓
矢
八
幡
あ
る
ま
し
く
候
。
し
か
し
私
心
中
を
御
覧
可
被
成
た
め
に
候
半
と
い
ふ
。
権
九
郎
聞
て
、
い
や
さ
に
わ
あ
ら
す
。
貴
殿
ち
や
く
ね
ん
ゆ
へ
さ
や
う
に
思
ひ
候
わ
ん
す
れ
と
も
、
た
か
い
に
い
の
ち
あ
り
て
こ
そ
と
て
様
く
な
た
め
、
色
く
こ
と
ば
を
つ
く
し
、
き
や
う
く
ん
す
れ
と
、
甚
之
介
更
二
八
三
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号
に
聞
入
す
。
権
九
郎
と
い
ふ
も
の
は
あ
つ
は
れ
ひ
き
や
う
の
者
、
扨
も
よ
し
な
き
も
の
に
身
を
ま
か
せ
む
な
し
く
月
日
を
送
事
、今
更
か
う
く
わ
ひ
さ
き
に
た
ゝ
す
、
や
る
か
た
な
く
む
ね
に
せ
ま
り
、
其
座
に
て
権
九
郎
を
只
一
か
た
な
に
う
た
ん
と
を
も
ひ
し
か
、
い
や
く
か
や
う
の
者
と
死
て
よ
し
な
き
事
と
を
も
ひ
け
ん
、
さ
き
の
あ
い
手
を
打
、
首
尾
能
わ
た
ち
か
へ
り
、
権
九
郎
を
も
一
太
刀
う
ら
み
ん
。
あ
し
く
我
等
相
果
な
は
、
此
事
（
一
ウ
）
下
中
に
か
く
れ
有
ま
し
。
然
は
家
の
き
づ
、
身
の
は
ち
、
来
世
の
人
に
あ
さ
け
ら
れ
ん
事
も
口
を
し
ゝ
。
然
は
権
九
郎
も
、
よ
も
あ
ん
を
ん
に
て
は
有
ま
し
と
を
も
ひ
、
い
そ
き
宿
へ
か
へ
り
新
左
衛
門
を
よ
ひ
よ
せ
、
ひ
そ
か
に
申
や
う
、
其
方
申
所
一
々
聞
と
ゝ
け
候
へ
共
、
第
一
御
家
の
御
は
つ
と
と
云
、
其
上
わ
か
ま
ゝ
な
ら
ぬ
身
な
れ
は
、
千
年
か
ゝ
り
可
申
共
、
其
か
い
更
に
な
し
。
そ
れ
に
付
、
我
と
行
会
次
第
に
浦
見
を
可
申
由
、
方
く
御
頼
候
所
さ
ゆ
わ
ひ
な
り
。
昼
は
往
来
と
云
、
人
目
し
け
し
。
そ
の
た
め
文
を
や
る
と
て
新
さ
へ
も
ん
に
被
渡
、
其
文
を
伊
兵
衛
に
と
ゝ
け
け
る
。
比
は
三
月
廿
五
日
の
事
な
る
に
明
ル
廿
六
日
の
晩
天
神
松
原
へ
御
出
候
へ
。
内
々
の
御
う
ら
み
承
候
は
ん
と
書
た
り
。
伊
兵
衛
扨
こ
そ
と
を
も
ひ
よ
ろ
こ
ひ
、
明
ル
を
お
そ
し
と
待
居
た
る
。
是
を
伊
兵
衛
か
ほ
う
ば
ひ
、
若
党
、
足
軽
共
ま
て
打
寄
、
お
に
の
様
成
る
わ
か
者
と
も
十
六
人
連
判
に
て
、
明
ル
廿
六
日
の
朝
返
事
遣
ス
。
今
日
の
く
れ
か
た
に
必
御
出
候
へ
と
書
た
り
。
甚
之
介
そ
の
日
の
御
用
も
病
気
と
な
り
、
城
へ
も
出
す
引
こ
も
り
、
諸
親
類
、
小
性
、
ほ
う
ば
ひ
、
何
れ
も
へ
の
ふ
み
一
通
つ
ゝ
し
た
ゝ
め
置
、
又
権
九
郎
方
へ
遣
文
の
事
、
　
態
と
一
筆
と
り
む
か
ひ
ま
い
ら
せ
候
。
君
と
か
く
相
な
れ
ま
い
ら
せ
候
む
か
し
思
ひ
候
へ
は
、（
二
オ
）
身
は
う
き
草あま
の
捨
お
ふ
ね
、
や
る
か
た
も
な
き
に
世
を
渡
り
、
君
い
か
や
う
の
御
心
ま
よ
ひ
に
や
、
数
な
ら
ぬ
し
づ
か
十
三
の
比
よ
り
、
と
や
か
く
と
御
心
を
つ
く
さ
れ
、
千
度
に
あ
ま
る
文
の
か
つ
内
に
も
め
う
は
つ
と
か
け
て
、
明
ル
十
四
の
春
迄
も
御
身
も
あ
ら
れ
ぬ
や
う
に
被
仰
候
間
、
す
か
た
は
嶋
の
え
び
す
心
は
野
辺
の
む
し
よ
り
も
つ
た
な
き
身
に
て
候
へ
共
、
さ
す
か
い
わ
き
に
あ
ら
さ
れ
は
、
し
づ
か
心
八
嶋
を
つ
と
う
あ
つ
さ
弓
引
手
に
な
ひ
き
そ
め
、
終
に
相
な
れ
ま
い
ら
せ
候
処
に
、
き
の
う
と
す
き
、
け
ふ
と
く
ら
し
て
あ
す
か
川
な
か
れ
て
は
や
き
月
日
に
て
、
も
は
や
三
と
せ
に
な
り
ま
い
ら
せ
候
へ
は
、
君
の
御
心
は
ふ
ち
せ
と
御
か
わ
り
被
成
候
へ
共
、
私
し
ん
て
い
は
い
つ
に
相
替
す
。
そ
も
し
さ
ま
御
事
は
一
大
事
に
至
ま
い
ら
せ
候
。
実
の
兄
よ
り
も
猶
御
た
の
も
し
く
こ
い
し
く
、
明
く
れ
月
や
花
か
と
の
み
な
か
め
入
ま
い
ら
せ
候
。
御
心
に
身
を
ま
か
せ
、
い
か
に
幼
少
な
り
と
て
も
弓
馬
の
家
に
む
ま
れ
た
る
身
に
、
に
や
わ
ぬ
ひ
き
や
う
み
れ
ん
の
あ
り
さ
ま
と
世
の
人
口
は
ま
つ
世
の
は
ぢ
、
心
わ
た
れ
に
か
を
と
る
べ
き
。
然
る
に
き
の
ふ
の
御
文
に
一
夜
二
夜
は
く
る
し
か
ら
す
よ
と
仰
ら
れ
し
は
、
さ
り
と
わ
く
御
な
さ
け
な
き
御
心
中
、
筆
に
も
つ
く
し
か
た
く
候
。
今
日
迄
も
親
も
あ
た
へ
ぬ
兄
弟
を
も
と
め
申
や
う
に
朝
夕
御
な
つ
か
し
く
存
、
親
兄
弟
に
夜
あ
る
き
致
し
候
と
て
せ
つ
か
ん
に
あ
い
、
以
之
外
に
と
や
か
く
と
被
申
候
へ
と
も
、
そ
（
二
ウ
）
も
し
さ
ま
の
御
な
つ
か
し
く
い
か
ゝ
御
く
ら
し
な
さ
れ
候
哉
と
御
ゆ
か
し
く
候
ま
ゝ
、
露
も
い
と
わ
す
お
も
ひ
ま
い
ら
せ
候
。
あ
ゝ
さ
て
か
な
し
き
か
な
や
、
て
ん
と
う
の
み
て
る
を
か
な
し
ん
て
、
吉
野
は
つ
せ
の
花
も
さ
そ
ふ
あ
ら
し
の
心
な
く
、
す
ま
や
あ
か
し
の
月
さ
へ
も
の
う
く
、
浦
を
の
み
い
よ
く
ひ
か
れ
ぬ
時
節
に
な
り
ま
い
ら
せ
候
と
、
き
の
ふ
迄
も
彼
者
と
相
な
れ
候
へ
と
仰
れ
し
。
我
物
の
数
に
わ
あ
ら
ね
共
武
士
の
子
に
候
へ
は
、
一
度
申
合
事
た
か
い
申
事
有
ま
し
く
候
。
尤
此
段
は
君
へ
最
前
遣
置
申
候
せ
い
し
に
も
書
入
申
候
と
を
ほ
へ
申
候
。
そ
れ
に
付
、
今
晩
彼
者
と
も
打
は
た
し
浦
見
の
のママ
ほ
と
を
も
た
つ
二
八
四
『
増
田
甚
之
介
物
語
』・『
益
田
甚
之
介
衆
道
沙
汰
之
巻　
全
』—
翻
刻
と
解
題—
せ
ん
と
そ
ん
し
候
。
ま
こ
と
此
世
は
か
り
の
宿
と
か
ね
て
よ
り
承
候
へ
共
、
さ
す
か
き
の
ふ
け
ふ
と
は
不
存
候
。
ま
こ
と
な
る
か
な
、
今
日
わ
人
の
上
あ
す
わ
わ
か
身
の
上
と
か
や
、
君
も
此
度
私
と
一
所
に
し
て
三
津
の
な
か
れ
に
思
召
候
は
ゝ
、
三
年
の
内
相
な
れ
ま
い
ら
せ
候
御
な
さ
け
の
程
、
く
る
し
か
る
ま
し
く
候
。
口
を
し
き
か
な
、
彼
者
と
あ
い
な
れ
候
へ
と
被
仰
候
事
、
さ
り
と
わ
く
口
を
し
く
そ
ん
し
ま
い
ら
せ
候
。
三
と
せ
の
内
私
心
に
せ
ま
り
申
御
浦
見
の
程
申
さ
ね
は
み
ら
い
の
さ
わ
り
共
な
り
候
半
と
、
あ
ら
ま
し
一
つ
書
に
い
た
し
申
上
ま
い
ら
せ
候
。
誠
に
か
た
腹
い
た
く
を
ほ
し
召
候
半
。
一　
三
と
せ
の
内
御
部
や
へ
か
よ
ひ
申
事
幾
度
と
な
く
、
誠
に
人
目
し
け
く
候
へ
は
、
御
夜
詰
過
九
つ
八
つ
の
か
ね
な
り
申
に
、
頭
巾
ふ
か
く
と
か
ぶ
り
わ
き
ふ
さ
か
り
（
三
オ
）
の
小
袖
上
に
か
ゝ
り
、
雨
露
ゆ
き
し
も
に
ぬ
れ
立
忍
ひ
申
時
も
あ
り
、
或
は
小
性
か
し
ら
衆
、
番
頭
衆
な
と
其
外
ほ
う
ば
ひ
に
あ
い
申
時
は
、
御
城
の
駒
よ
せ
に
身
を
か
く
し
逃
ま
よ
ひ
、
夜
す
か
ら
そ
と
に
立
あ
か
す
時
も
あ
り
。
父
に
夜
あ
る
き
致
し
候
と
て
色
く
せ
つ
か
ん
い
た
さ
れ
候
へ
と
も
、
そ
も
し
さ
ま
御
な
つ
か
し
さ
の
ま
ゝ
こ
か
れ
忍
ひ
出
、
露
も
い
と
わ
す
身
を
や
つ
し
、
又
や
み
の
夜
の
時
は
人
目
を
しマ
マび
申
ゆ
へ
心
の
内
う
れ
し
く
て
か
よ
ひ
ま
い
ら
せ
候
に
、
去
年
霜
月
の
比
、
わ
た
く
し
わ
つ
ら
い
申
時
分
も
そ
も
し
さ
ま
へ
相
申
候
は
ゝ
、
心
も
よ
く
気
配
も
可
然
と
存
、
み
な
く
ね
入
申
を
ま
ち
、
や
う
く
忍
ひ
出
、
そ
も
し
さ
ま
の
御
部
や
の
辺
へ
た
ち
忍
ひ
を
と
つ
れ
申
候
へ
共
、
御
は
な
し
の
こ
ゑ
聞
へ
、
に
わ
か
に
火
を
御
き
や
し
、
と
か
う
の
御
あ
い
さ
つ
も
な
く
候
。
御
物
語
の
御
相
手
は
久
馬
之
助
殿
と
承
り
候
。
さ
り
と
わ
く
御
心
つ
よ
く
も
御
返
事
不
被
成
候
。
是
御
浦
見
の
一
つ
に
御
座
候
。
一　
去
年
正
月
、貴
公
様
御
持
被
成
候
せ
ん
す
へ
う
た
書
ら
れ
候
へ
と
被
仰
下
候
。
則
、
百
人
一
首
の
う
た
よ
り
見
出
し
、
う
ら
み
わ
び
ほ
さ
ぬ
袖
た
に
あ
る
物
を
恋
に
く
ち
な
ん
名
こ
そ
を
し
け
れ
と
申
哥
書
付
上
申
候
処
、
私
承
り
申
所
に
て
は
、
此
せ
ん
す
天
ち
く
迄
も
は
な
さ
し
と
被
仰
候
へ
共
、
明
ル
日
御
内
の
吉
介
に
被
下
候
由
、
吉
介
は
な
し
申
候
。
扨
い
か
や
う
の
思
召
入
に
か
、
御
な
ぶ
り
被
成
候
哉
。
一
円
か
つ
て
ん
無
御
座
候
。（
三
ウ
）
是
御
浦
見
の
二
つ
に
御
座
候
。
一　
御
ゑ
さ
し
十
兵
衛
と
申
者
方
よ
り
御
所
望
被
成
候
御
ひ
そ
う
の
ひ
は
り
、
去
年
四
月
の
比
か
私
色
く
下
さ
れ
候
へ
と
申
候
へ
共
、
不
被
下
候
。
あ
ま
つ
さ
へ
ほ
う
ば
い
衆
御
出
御
は
な
し
の
折
ふ
し
、
我
等
ひ
は
り
は
あ
る
わ
か
し
の
く
ま
手
に
か
ゝ
り
、あ
や
う
く
候
へ
共
、ひ
ば
り
こ
と
の
ほ
か
よ
く
さ
へ
つ
り
申
候
な
と
ゝ
被
仰
候
段
、
御
身
分
に
は
に
や
い
不
申
候
。
其
以
後
久
馬
之
介
と
の
に
て
小
鳥
御
す
き
被
成
候
と
て
、
そ
も
し
さ
ま
よ
り
か
の
ひ
は
り
を
か
こ
に
入
、
歌
を
あ
そ
わ＊
し
被
遣
候
由
、小
村
与
八
郎
と
の
庵
に
て
承
候
。
御
哥
な
か
く
承
事
に
御
座
候
。
数
な
ら
ぬ
身
に
候
へ
共
私
と
御
け
い
や
く
被
成
候
内
は
、
さ
や
う
の
こ
と
、
私
御
ふ
み
付
被
成
候
御
ふ
る
ま
い
は
あ
る
ま
し
き
事
に
存
候
。
久
馬
之
介
と
の
御
事
は
御
下
中
一
番
の
御
わ
か
し
さ
ま
と
皆
人
申
候
へ
は
、
さ
そ
御
身
分
の
上
も
よ
ろ
し
く
思
召
候
事
、
貴
公
様
に
わ
に
や
い
不
申
候
。
私
を
く
ま
手
と
被
仰
候
事
、
さ
り
と
わ
く
御
浦
め
し
く
そ
ん
し
ま
い
ら
せ
候
へ
共
、
せ
ひ
な
き
事
と
存
お
り
ま
い
ら
せ
候
。
い
つ
そ
や
長
崎
よ
り
御
も
ら
い
被
成
候
と
て
、
き
や
ら
一
袋
被
下
候
を
申
請
候
よ
り
は
、
な
に
に
て
も
日
本
の
神
か
け
て
不
申
受
候
処
、
く
ま
手
と
被
仰
候
段
、
御
浦
見
の
是
三
つ
に
御
座
候
。　
一　
淀
性
寺
御
頼
、
御
な
か
た
ち
の
御
方
へ
御
同
道
に
て
、
久
馬
と
の
御
ふ
る
ま
い
被
成
候
て
、
御
両
人
な
か
ら
夜
更
て
御
か
へ
り
千
代
も
と
御
物
か
た
り
被
成
候
由
承
候
。
尤
ふ
か
く
（
四
オ
）
御
か
く
し
被
成
候
ゆ
へ
、
存
申
候
も
の
は
私
壱
人
二
八
五
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号
に
御
座
候
。
是
御
浦
見
の
四
つ
に
御
座
候
。
一　
い
つ
そ
や
私
お
や
勘
兵
衛
方
へ
御
出
之
時
分
、
御
さ
し
被
成
候
和
泉
守
の
脇
さ
し
ほ
め
申
候
へ
は
、
明
ル
日
御
う
ち
の
吉
介
に
御
も
た
せ
被
遣
下
さ
れ
候
。
是
私
を
さ
む
ら
い
と
不
思
召
候
て
、
下
衆
か
ぶ
き
の
子
共
な
と
の
や
う
に
御
あ
い
し
ら
い
な
さ
れ
候
と
腹
た
ち
申
候
間
、
則
御
返
し
申
候
。
貴
公
様
と
私
事
に
御
座
候
間
、
誠
に
望
に
候
わ
ゝ
下
さ
れ
候
へ
と
可
申
上
候
処
、
そ
も
し
さ
ま
よ
り
を
し
て
下
さ
れ
候
は
私
を
は
物
ほ
し
さ
う
な
る
も
の
と
思
召
候
て
の
事
。
さ
り
と
わ
く
心
中
御
は
つ
か
し
く
こ
そ
そ
ん
し
候
へ
。
親
兄
弟
共
見
申
候
て
、
そ
の
脇
さ
し
は
た
れ
に
世
具
申
候
哉
な
と
ゝ
申
候
は
ゝ
、
何
と
可
申
哉
。
と
か
く
私
を
不
思
召
候
段
、
是
御
う
ら
み
の
五
つ
に
御
座
候
。
一　
去
年
御
所
前
に
て
御
馬
を
の
り
申
時
分
、
私
は
か
ま
に
つ
ち
申
候
へ
共
、
う
し
ろ
脇
ゆ
へ
不
存
し
て
の
り
申
候
へ
は
、
原
六
郎
左
衛
門
と
の
御
覧
被
付
、
は
か
ま
に
つ
ち
付
申
候
由
御
知
ら
せ
被
下
候
て
拂
ひ
の
き
の
り
申
候
。
貴
公
様
に
て
は
私
跡
よ
り
御
乗
被
成
候
間
、
沢
田
九
郎
次
と
の
へ
御
目
合
被
成
候
へ
て
御
わ
ら
ひ
被
成
候
。
と
か
く
私
に
は
ち
を
御
あ
た
へ
御
な
く
さ
み
に
被
成
候
半
と
の
御
事
と
存
候
。
是
御
う
ら
み
の
六
つ
に
御
座
候
。
一　
去
年
九
月
十
八
日
の
夜
の
九
つ
時
、
小
笠
原
半
弥
と
の
弓
御
け
い
こ
に
御
出
被
成
候
て
、
私
に
も
参
候
へ
と
被
仰
遣
候
間
、
脇
尾
孫
太
郎
と
の
御
同
道
致
参
上
申
候
。
そ
の
外
（
四
ウ
）
た
れ
も
御
客
無
御
座
候
処
、
其
夜
は
な
に
と
御
心
に
被
思
召
候
哉
、
御
腹
立
と
存
候
。
半
弥
と
の
い
ま
た
御
幼
生
に
御
座
候
。
孫
太
郎
と
の
御
事
も
私
と
御
同
年
に
候
へ
は
、
毎
日
寄
合
候
へ
て
も
く
る
し
か
ら
す
と
存
候
処
に
、
其
後
私
事
犬
に
も
を
と
り
候
様
に
被
仰
下
候
段
、
い
か
や
う
成
る
御
こ
ゝ
ろ
入
に
て
被
仰
下
候
哉
。
身
分
の
あ
や
ま
り
、
日
本
の
神
か
け
て
覚
不
申
候
。
つ
ね
く
を
も
ふ
事
と
て
は
、た
ん
ぢ
ぶ
さ
ひ
の
は
つ
る
身
の
御
心
に
ま
か
せ
へ
す
、
侍
に
に
や
わ
ぬ
ひ
き
や
う
も
の
か
な
と
御
つ
も
り
も
や
と
、
は
つ
か
し
く
心
を
く
た
く
む
ら
さ
き
の
そ
め
て
の
後
は
ぜ
ひ
な
し
と
、う
き
も
つ
ら
さ
も
か
へ
り
み
す
、
そ
の
方
さ
ま
の
御
事
は
何
事
も
一
大
事
と
そ
ん
し
く
ら
し
ま
い
ら
せ
候
。
此
段
よ
い
く
御
か
ん
か
い
被
下
度
候
。
然
る
を
犬
に
も
を
と
り
候
様
に
被
仰
下
候
事
、
さ
り
と
わ
く
口
を
し
く
存
ま
い
ら
せ
候
。
い
ま
た
其
御
文
は
私
方
に
所
持
致
し
候
。
是
御
浦
見
の
七
つ
に
御
座
候
。
一　
貴
公
様
と
私
か
や
う
に
相
な
れ
ま
い
ら
せ
候
。
去
年
の
う
ち
貴
公
様
御
部
や
か
よ
ひ
申
事
、
夜
の
四
つ
前
に
は
覚
不
申
候
。
そ
も
し
さ
ま
御
お
く
り
下
さ
れ
候
事
度
々
に
御
座
候
へ
共
、
采
女
と
の
ま
へ
ま
て
御
お
く
り
、
村
瀬
作
太
夫
と
の
ま
へ
ま
て
御
送
り
下
さ
れ
候
事
、
た
ゝ
二
度
な
ら
て
は
覚
不
申
候
。
大
方
采
女
と
の
橋
む
か
ふ
迄
御
送
り
被
成
候
。
是
は
其
夜
く
の
義
理
一
へ
ん
と
相
見
存
申
候
。
（
五
オ
）
久
馬
と
の
な
と
に
御
座
候
は
ゝ
、
天
ち
く
迄
も
御
送
な
さ
れ
候
半
と
奉
存
候
。
私
事
に
候
へ
は
御
尤
に
存
候
。
つ
ね
く
私
大
切
と
仰
ら
れ
候
は
、
み
な
い
つ
わ
り
と
そ
ん
し
候
。
是
御
浦
見
の
八
つ
に
御
座
候
。
　
右
之
通
一
書
に
い
た
し
候
。
貴
公
様
に
て
御
覧
可
被
下
申
候
。
一
太
刀
う
ら
み
申
度
と
つ
ね
く
奉
存
候
へ
共
、
私
も
先
祖
御
厚
恩
の
者
に
御
座
候
て
、
も
し
も
し
ぜ
ん
の
事
あ
ら
は
、
御
馬
の
先
に
て
御
用
に
も
立
可
申
身
の
、
よ
し
な
き
私
の
い
こ
ん
に
て
一
命
を
す
て
候
半
事
、
不
忠
不
孝
善
悪
に
付
、
世
の
人
口
尤
ほ
う
ば
い
の
あ
さ
け
り
、
み
や
う
か
の
ほ
と
も
を
そ
ろ
し
と
く
や
み
て
か
い
な
き
事
な
れ
は
、
何
事
も
ぜ
ん
ぜママ
の
し
ゆ
く
ゑ
ん
と
を
も
ひ
定
て
、
只
今
迄
な
か
ら
へ
を
り
候
事
、
ひ
と
へ
に
も
貴
公
様
御
仕
合
と
め
て
、
此
度
も
そ
も
し
さ
ま
と
さ
し
ち
か
い
可
申
哉
と
存
候
へ
共
、
と
て
も
か
い
な
き
人
と
む
か
い
命
を
う
し
な
ひ
候
半
よ
り
二
八
六
『
増
田
甚
之
介
物
語
』・『
益
田
甚
之
介
衆
道
沙
汰
之
巻　
全
』—
翻
刻
と
解
題—
は
、
い
か
に
私
ぢ
や
く
年
な
り
共
、
大
せ
い
を
引
請
打
死
申
候
て
こ
そ
さ
む
ら
い
の
望
所
、
此
世
の
を
も
ひ
出
と
存
候
へ
は
、
今
宵
罷
出
、
か
の
者
共
と
打
は
た
し
申
筈
に
御
座
候
。
貴
公
様
御
事
は
な
か
き
御
命
に
て
、
千
万
に
一
つ
も
私
事
を
思
召
出
さ
れ
候
は
ゝ
、
一
へ
ん
の
御
ゑ
か
う
頼
上
ま
い
ら
せ
候
。
定
て
み
れ
ん
の
や
う
に
御
思
召
候
半
す
れ
共
、
君
な
ら
て
誰
に
か
し
ら
せ
可
申
。
書
申
度
（
五
ウ
）
事
は
う
み
や
ま
に
御
座
候
へ
共
、
も
は
や
く
れ
に
か
ゝ
り
め
い
と
の
た
ひ
を
い
そ
き
申
ゆ
へ
、
早
々
を
し
く
筆
を
と
め
ま
い
ら
せ
候
。　
か
し
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
益
田
甚
之
介
三
月
廿
六
日
森
脇
権
九
郎
様
　
　
　
　
人
々
御
中
右
之
通
御
文
し
た
ゝ
め
、
包
紙
の
内
に
　
　
花
盛
あ
り
と
や
い
わ
ん
朝
か
ほ
の
夕
か
け
ま
た
ぬ
露
の
い
の
ち
を
　
　
す
へ
の
露
も
と
の
し
つ
く
や
世
の
な
か
の
を
く
れ
先
た
つ
た
め
し
成
ら
ん
と
申
哥
を
つ
ら
ね
共
、
六
日
の
晩
く
れ
か
た
宿
を
い
て
、
壱
り
計
わ
き
天
神
ま
つ
原
と
申
所
へ
出
、
こ
ち
よ
り
下
人
伝
五
郎
に
彼
御
文
を
も
た
せ
森
脇
権
九
郎
と
の
へ
可
参
由
申
付
、
そ
れ
よ
り
甚
之
介
は
天
神
松
原
へ
と
い
そ
き
参
候
段
、
伝
五
郎
権
九
郎
に
ひ
そ
か
に
語
る
。
権
九
郎
聞
て
、
大
き
に
を
と
ろ
き
、
し
か
も
其
夜
は
当
番
な
り
し
か
病
気
と
な
り
て
、
取
物
も
と
り
あ
へ
す
吉
介
と
申
下
人
を
つ
れ
、
天
神
松
原
へ
と
急
き
け
る
。甚
之
介
其
夜
の
し
や
う
そ
く
は
下
に
わ
白
キ
あ
わ
せ
、
上
に
わ
白
ち
り
め
ん
（
六
オ
）
めマ
マん
の
か
た
に
す
そ
へ
い
と
さ
く
ら
色
く
に
そ
め
、
こ
ん
の
い
と
に
て
い
て
う
の
は
を
五
つ
所
も
ん
に
ぬ
わ
せ
、
も
み
う
ら
ひ
と
つ
ま
へ
に
あ
わ
せ
て
、
一
尺
八
寸
備
前
守
忠
吉
の
脇
さ
し
、
刀
も
同
作
弐
尺
三
寸
の
刀
を
さ
し
て
松
原
な
る
石
に
こ
し
打
か
け
よ
せ
、
く
る
か
た
き
を
い
ま
や
く
と
待
居
た
り
。
然
る
所
に
大
い
き
付
て
は
せ
来
る
。
甚
之
介
す
わ
や
て
き
か
と
つ
ば
も
と
を
し
く
つ
ろ
け
て
ま
つ
所
に
、
夫
に
御
入
候
は
甚
之
介
と
の
か
と
い
ふ
。
甚
之
介
た
そ
と
と
ふ
。
い
や
く
る
し
う
も
候
わ
す
、
も
り
わ
き
権
九
郎
是
ま
て
参
り
た
る
と
い
ふ
。
甚
之
介
聞
、
い
や
く
左
様
の
事
存
も
よ
ら
す
。
ぜ
ひ
く
そ
れ
よ
り
御
か
へ
り
候
へ
。
誠
以
御
こ
ん
い
の
御
出
忝
は
候
へ
共
、
か
へ
つ
て
か
い
な
き
人
の
御
助
太
刀
手
あ
し
ま
と
ひ
に
候
半
に
、
は
や
く
御
か
へ
り
被
下
候
へ
と
い
ふ
。
い
や
か
へ
ら
じ
と
い
ふ
も
ん
ど
う
初
ル
所
へ
か
た
き
大
勢
を
し
来
ル
。
そ
の
夜
わ
わ
け
て
く
ら
さ
わ
く
ら
し
道
あ
し
く
、
か
た
き
は
十
六
人
み
か
た
は
四
人
わ
つ
か
に
て
、
て
き
み
か
た
入
み
た
れ
、
を
つ
つ
か
へ
し
つ
た
ゝ
か
い
け
る
。
権
九
郎
甚
之
介
は
つ
ね
く
兵
法
を
心
か
け
、其
上
を
も
ひ
き
り
た
る
事
な
れ
は
、
少
も
ひ
る
む
け
し
き
な
く
ふ
み
込
く
た
ゝ
み
か
け
て
切
た
つ
る
。
甚
之
介
手
に
か
け
弐
人
、
権
九
郎
手
に
か
け
て
四
人
迄
切
ふ
せ
、
甚
之
介
か
下
人
伝
五
郎
か
手
に
か
け
壱
人
切
ル
。
か
た
き
十
六
人
の
内
死
人
七
人
、
手
追
五
人
、
浅
（
六
ウ
）
手
三
人
方
々
逃
て
失
に
け
り
。
本
人
半
沢
伊
兵
衛
は
森
脇
権
九
郎
切
る
。
扨
又
み
か
た
四
人
の
内
権
九
郎
下
人
吉
介
う
た
れ
申
候
。
権
九
郎
右
之
方
人
さ
し
ゆ
び
壱
つ
、目
の
上
す
こ
し
切
申
候
。
甚
之
介
も
右
の
か
た
さ
き
二
寸
計
浅
手
を
ひ
申
候
。
そ
れ
よ
り
近
所
の
在
郷
永
雲
寺
と
申
所
へ
引
込
、
自
害
可
致
と
す
る
処
に
、
和
尚
承
り
、
此
段
は
御
目
付
迄
披
露
可
申
候
間
、
そ
れ
迄
御
ま
ち
候
へ
と
し
き
つ
て
留
被
申
候
を
、
権
九
郎
聞
、
被
仰
下
候
は
尤
に
て
、
御
代
官
申
受
切
腹
可
仕
候
と
て
、
そ
れ
よ
り
御
目
付
、
歩
目
付
迄
さ
し
そ
へ
永
雲
寺
へ
被
差
越
候
処
、
先
々
切
腹
無
用
之
由
被
仰
渡
候
。
其
夜
方
々
へ
逃
参
候
者
共
引
返
、
御
せ
い
は
い
被
成
置
候
。
又
甚
之
介
若
党
新
さ
へ
も
ん
譜
代
の
衆
ゆ
へ
御
国
許
御
つ
い
ほ
う
、
甚
之
介
事
御
二
八
七
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号
家
の
御
は
つ
と
そ
む
き
不
届
千
万
に
被
思
召
候
へ
共
、
父
勘
兵
衛
に
御
預
ヶ
被
成
候
処
、
親
類
共
御
訴
詔
に
付
、
先
は
町
の
者
の
子
并
兼
て
能
御
奉
公
仕
候
。
此
度
も
か
い
く
し
き
仕
方
御
前
に
て
も
よ
ろ
し
く
被
思
召
候
。
依
之
、
御
か
ん
と
う
御
免
、
前
之
通
御
小
姓
組
に
奉
公
被
仰
付
候
。
且
又
森
脇
権
九
郎
事
、
此
度
疵
も
然
と
無
之
故
、
何
之
道
に
も
不
被
仰
付
候
。
定
て
別
儀
有
之
候
間
敷
由
、
難
有
仕
合
に
存
候　
終
（
七
オ
）
【
解
説
】
一　
『
増
田
甚
之
介
物
語
』
に
つ
い
て
　
加
越
能
文
庫
蔵
『
増
田
甚
之
介
物
語
』（
以
下
、加
越
能
文
庫
本
と
称
す
。）
は
、
『
あ
ま
夜
物
語
』『
太
閤
記
之
内
瀬
川
妻
艶
書
写
』『
有
馬
玄
蕃
頭
殿
妻
女
詠
歌
之
事
』
と
合
冊
さ
れ
た
写
本
で
あ
る
。
加
越
能
文
庫
本
の
書
写
奥
書
に
は
「
右
者
黒
田
筑
前
守
殿
右
筆
よ
り
江
戸
御
旗
本
去
方
へ
参
候
を
写
シ
申
候
／
右
正
徳
六
年
正
月
廿
二
日
書
写
之
□
（
ヤ
ブ
レ
）」
と
あ
り
、
黒
田
筑
前
守
殿
右
筆
か
ら
江
戸
御
旗
本
去
方
へ
献
上
し
た
本
を
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
、
本
文
冒
頭
に
も「
黒
田
筑
前
守
殿
家
中
之
事
也
」と
あ
る
。
こ
こ
で
示
さ
れ
る「
黒
田
筑
前
守
」
と
は
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』（
文
化
九
〈
一
八
一
二
〉
年
）
に
よ
れ
ば
筑
前
福
岡
藩
初
代
藩
主
・
黒
田
長
政
（
永
禄
十
一
年
〈
一
五
六
八
〉
〜
元
和
九
年
〈
一
六
二
三
〉
没
）
か
ら
続
く
黒
田
氏
と
推
測
さ
れ
る（3）
。
こ
れ
ま
で
に
紹
介
さ
れ
た
野
間
（
イ
）
本
、（
ロ
）
本
、内
閣
文
庫
蔵
『
備
前
喧
嘩
物
語
』（
以
下
、内
閣
文
庫
本
と
称
す
。）
の
舞
台
は
備
前
で
あ
る
。
こ
の
舞
台
設
定
に
つ
い
て
、
そ
も
そ
も
備
前
国
は
黒
田
高
宗
が
近
江
国
か
ら
備
前
福
岡
へ
移
り
住
ん
だ
背
景
が
あ
り（4）
、
備
前
か
ら
筑
前
へ
と
作
品
の
舞
台
が
変
更
さ
れ
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。
　
さ
て
、
加
越
能
文
庫
本
の
本
文
は
、
野
間
（
イ
）
本
を
基
盤
と
し
な
が
ら
も
内
閣
文
庫
本
と
類
似
す
る
箇
所
が
あ
る
。
具
体
例
と
し
て
は
、
他
の
写
本
群
お
よ
び
『
男
色
大
鑑
』
で
は
、
念
者
の
名
前
が
「
森
脇
権
九
郎
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
加
越
能
文
庫
本
と
内
閣
文
庫
本
は
「
森
岡
権
九
郎
」
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
権
九
郎
が
甚
之
介
を
宥
め
た
場
面
で
の
言
葉
の
一
つ
に
も
、
そ
の
傾
向
が
現
れ
て
い
る
。
加
越
能
文
庫
本
で
は
、例
え
ば
「
二
夜
三
夜
は
後
く
ら
く
彼
者
と
相
馴
候
へ
」
と
あ
る
箇
所
が
、
内
閣
文
庫
本
で
は
「
二
夜
三
夜
、
ぜ
ひ
く
か
の
も
の
に
相
馴
候
へ
」
と
あ
る
。「
二
夜
三
夜
」
は
両
書
に
し
か
見
ら
れ
な
い
表
現
で
あ
り
、
そ
の
近
し
い
関
係
性
が
窺
え
る
。　
　
　
　
ま
た
、
加
越
能
文
庫
本
の
特
徴
と
し
て
、『
男
色
大
鑑
』
と
共
通
す
る
記
述
を
含
む
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
左
に
当
該
箇
所
を
示
す
。
〔
加
越
能
文
庫
本
〕
一　
去
年
正
月
、
貴
様
御
持
被
成
候
扇
に
哥
を
書
と
被
仰
候
ま
ゝ
、
百
人
一
首
の
内
に
て
う
ら
み
侘
ほ
さ
ぬ
袖
た
に
の
哥
を
書
て
し
ん
し
候
所
に
、
私
前
に
て
は
仮
何
国
の
浦
に
住
と
も
此
扇
を
は
身
を
は
な
さ
す
御
持
可
被
成
と
の
御
た
ま
し
に
て
、
此
筆
者
た
い
ま
ち
と
御
落
書
被
成
、
程
も
な
く
吉
助
に
被
下
候
由
、
其
後
私
に
見
せ
候
。
是
は
い
か
成
御
な
ふ
り
や
う
に
候
哉
。
合
点
不
参
候
。
是
は
御
恨
の
第
四
。
〔
男
色
大
鑑
〕（『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』、
六
七
、
小
学
館
、
一
九
九
六
年
）
一
、
こ
の
春
、
花はない
く
さ軍
を
狩
野
の
采
女
が
書
き
し
扇
の
裏
に
、「
恨
み
侘
び
ほ
さ
二
八
八
『
増
田
甚
之
介
物
語
』・『
益
田
甚
之
介
衆
道
沙
汰
之
巻　
全
』—
翻
刻
と
解
題—
ぬ
袖
だ
に
」
の
歌
を
、
し
ど
け
な
く
筆
染
め
し
に
、「
恋
は
こ
の
風
に
夏
を
し
の
が
ん
」
と
お
ほ
せ
て
、
よ
ろ
こ
ば
し
た
ま
ふ
間
も
な
く
、「
こ
の
筆
者
代
待
」
と
、
落
書
を
あ
そ
ば
し
、
下
人
吉
介
に
取
ら
せ
ら
る
る
の
み
。
　
「
此
筆
者
代
待
と
（
御
）
落
書
」
の
表
現
は
、
加
越
能
文
庫
本
と
『
男
色
大
鑑
』
に
確
認
さ
れ
、
他
の
写
本
に
は
存
在
し
な
い
。『
男
色
大
鑑
』
は
加
越
能
文
庫
本
の
本
文
形
態
を
有
し
た
写
本
を
元
に
作
ら
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る（5）
。
二
『
益
田
甚
之
介
衆
道
沙
汰
之
巻　
全
』
に
つ
い
て
　
染
谷
智
幸
氏
架
蔵
『
益
田
甚
之
介
衆
道
沙
汰
之
巻　
全
』（
以
下
、
染
谷
氏
架
蔵
本
）
は
、表
紙
に
打
付
書
で
「
寛
文
拾
壱
年
有
馬
松
千
代
殿
御
下
中
」
と
あ
り
、
内
題
お
よ
び
奥
書
・
識
語
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。
外
題
に
記
さ
れ
る
「
有
馬
松
千
代
」
は
、
有
馬
家
第
三
代
当
主
・
有
馬
頼
利
（
承
応
元
〈
一
六
五
二
〉
〜
寛
文
八
〈
一
六
六
八
〉
年
没
）
の
幼
名
で
あ
る（6）
。
有
馬
頼
利
は
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
三
歳
で
家
督
相
続
し
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
に
従
四
位
下
玄
蕃
頭
に
叙
任
さ
れ
る
。
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
二
月
に
松
平
讃
岐
守
頼
重
の
娘
と
結
婚
す
る
が
、
六
月
に
は
病
死
し
た
。
先
述
し
た
加
越
能
文
庫
本
『
増
田
甚
之
介
物
語
』
と
合
冊
さ
れ
た
作
品
の
一
つ
に
『
有
馬
玄
蕃
頭
妻
女
詠
歌
之
事
』
が
あ
る
。
そ
の
冒
頭
に
は
左
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
る
。
有
馬
玄
蕃
頭
殿
妻
女
詠
歌
之
事
一
寛
文
八
年
六
月
有
馬
玄
蕃
頭
豊
氏
十
七
歳
に
て
卒
す
此
妻
は
松
平
讃
岐
守
頼
重
卿
の
息
女
な
り
当
年
二
月
大
火
の
半
に
婚
礼
有
て
同
六
月
に
末
つ
か
た
に
夫
に
別
れ
給
へ
り
則
い
た
み
の
詠
哥
に
う夏の
夜
イた
ゝ
ね
の
枕
に
月
は
の
こ
れ
と
も
消
に
し
人
の
顔
は
と
ま
ら
ん
心みし
か
よ
イ
か
ら
千
筋
と
な
て
し
黒
髪
を
今
一
す
し
に
き
る
そ
悲
し
き
　
波
線
部
の
文
言
が
有
馬
頼
利
の
来
歴
や
妻
の
名
前
と
合
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
染
谷
氏
架
蔵
本
に
記
さ
れ
る
「
有
馬
松
千
代
」
は
有
馬
頼
利
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
染
谷
氏
架
蔵
本
の
本
文
は
野
間
（
イ
）
本
に
近
い
表
現
を
有
す
る
が
、
刀
の
名
称
は
「
備
前
忠
義
（
吉
）」
で
あ
り
、
内
閣
文
庫
本
と
一
致
す
る
。
一
方
、
野
間
（
イ
）・（
ロ
）
本
、加
越
能
文
庫
本
は
「
肥
前
忠
義
（
吉
）」
で
あ
る
。
ま
た
、
染
谷
氏
架
蔵
本
以
外
の
写
本
は
、
権
九
郎
の
呼
称
に
「
貴
様
」「
君
」
が
用
い
ら
れ
る
が
、
本
書
は
「
そ
も
し
さ
ま
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
文
章
に
変
更
や
省
略
が
あ
る
こ
と
か
ら
他
の
写
本
と
は
性
格
が
異
な
る
作
品
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
　
諸
写
本
の
変
更
さ
れ
た
箇
所
を
詳
細
に
挙
げ
る
と
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、
そ
の
中
で
も
違
い
が
顕
著
に
見
ら
れ
た
箇
所
と
し
て
、
甚
之
介
の
権
九
郎
に
宛
て
た
手
紙
を
そ
れ
ぞ
れ
挙
げ
て
比
較
し
て
み
た
い
。
甚
之
介
の
手
紙
で
は
箇
条
書
き
で
権
九
郎
に
対
す
る
不
満
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
の
内
容
は
、
甚
之
介
が
病
体
で
あ
り
な
が
ら
深
夜
に
権
九
郎
の
元
を
訪
れ
た
が
、
権
九
郎
は
他
の
相
手
と
話
し
て
お
り
挨
拶
も
な
く
部
屋
の
灯
を
消
し
た
事
に
対
す
る
不
満
で
あ
る
。
染
谷
氏
架
蔵
本
は
権
九
郎
の
話
し
相
手
を
「
久
馬
之
助
」
と
し
て
い
る
が
、「
久
馬
之
助
」
は
当
家
一
番
の
若
衆
で
あ
り
、
他
の
写
本
で
も
小
異
は
あ
る
が
同
じ
設
定
を
も
つ
「
久
馬
之
助
」に
当
た
る
人
物
が
登
場
す
る
。
し
か
し
、他
の
写
本
で
は
別
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
（
箇
条
書
）
に
登
場
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
染
谷
氏
架
蔵
本
以
外
の
写
本
の
当
二
八
九
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号
該
部
分
に
は
、
名
前
が
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
話
し
相
手
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
。
以
下
に
染
谷
氏
架
蔵
本
、
内
閣
文
庫
本
、
加
越
能
文
庫
本
、
野
間
（
イ
）
本
、
野
間
（
ロ
）
本
を
挙
げ
る
。
〔
染
谷
智
幸
氏
架
蔵
本
〕
第
一
の
恨
み
そ
も
し
さ
ま
の
御
部
や
の
辺
へ
た
ち
忍
ひ
を
と
つ
れ
申
候
へ
共
、
御
は
な
し
の
こ
ゑ
聞
へ
、
に
わ
か
に
火
を
御
き
や
し
、
と
か
う
の
御
あ
い
さ
つ
も
な
く
候
。
御
物
語
の
御
相
手
は
久
馬
之
助
殿
と
承
り
候
。
さ
り
と
わ
く
御
心
つ
よ
く
も
御
返
事
不
被
成
候
。
是
御
浦
見
の
一
つ
に
御
座
候
。
〔
内
閣
文
庫
本
〕
第
一
の
恨
み
御
部
屋
あ
た
り
を
お
と
づ
れ
候
へ
ハ
、
今
迄
ハ
人
と
御
物
語
の
声
致
し
候
て
、
灯
の
光
り
も
見
へ
申
候
に
、
俄
に
灯
を
御
消
し
、
と
か
く
の
御
挨
拶
も
な
く
候
ゆ
へ
、
む
な
し
く
帰
り
ま
い
ら
せ
候
、
其
後
御
物
語
の
御
方
、
た
れ
成
や
ら
ん
と
承
り
候
へ
ハ
、
御
心
つ
よ
く
も
御
か
く
し
被
成
候
事
、
生
々
世
々
忘
か
た
く
、
せ
ん
な
き
事
な
か
ら
も
、
只
今
御
恨
ミ
の
第
一
也
。
〔
加
越
能
文
庫
本
〕
第
一
の
恨
み
我
一
人
忍
出
、
御
部
屋
の
あ
た
り
を
音
信
候
得
は
、
今
迄
物
音
の
聞
へ
申
候
に
、
俄
に
火
を
消
し
と
か
く
の
会
釈
も
無
御
座
、
空
し
く
帰
申
候
。
其
後
御
物
語
の
相
手
承
度
と
尋
候
得
は
、
御
心
賤
く
御
か
く
し
被
成
候
事
、
生
々
世
々
わ
す
れ
か
た
く
御
う
ら
み
の
第
一
に
御
座
候
。
〔
野
間
（
イ
）
本
〕
第
一
の
恨
み
只
ひ
と
り
ゆ
き
、
御
部
屋
の
辺
え
お
と
づ
れ
申
候
得
ば
、
俄
に
灯
な
ど
お
ん
き
や
し
候
て
、
兎
角
の
御
挨
拶
も
な
さ
れ
ず
候
故
、
し
ほ
く
と
夜
露
に
ぬ
れ
、
あ
や
な
く
罷
帰
申
候
。
其
上
、
唯
す
ご
く
と
夜
を
明
し
申
候
。
其
後
御
も
の
が
た
り
の
衆
承
度
と
様
々
申
候
得
共
、
心
づ
よ
く
御
陰カクシ
被
成
候
事
、
生
々
世
々
わ
す
れ
が
た
く
思
ひ
候
事
。
御
恨
の
第
一
に
御
座
候
。
〔
野
間
（
ロ
）
本
〕
第
一
の
恨
み
親
ど
も
の
寝
入
を
ま
ち
て
、
き
み
の
御
部
や
の
辺
ま
で
音おと
づ信
れ
候
へ
ば
、
夫
ま
で
御
物
語
の
音
聞
へ
候
に
火
を
御
け
し
な
さ
れ
、
と
か
ふ
の
御
言
葉
も
御
ざ
な
く
候
。
右
御
物
語
の
御
相
手
聞きゝ
ま
し
度
候
。
さ
り
と
は
く
御
情
な
く
も
私
御
返
し
被
成
候
事
　
次
に
挙
げ
る
第
三
の
恨
み
言（7）
（
染
谷
氏
架
蔵
本
、
野
間
（
ロ
）
本
以
外
の
第
二
の
恨
み
言
）
で
は
、
そ
の
「
久
馬
之
助
」
が
、
甚
之
介
の
所
望
し
て
い
た
雲
雀
を
権
九
郎
が
与
え
た
人
物
と
な
る
が
、
第
八
の
恨
み
に
も
、
そ
の
名
前
が
挙
が
る
。
染
谷
氏
架
蔵
本
以
外
の
写
本
は
、
第
二
の
恨
み
か
ら
唐
突
に
「
久
米
之
介
」「
久
馬
殿
」
な
ど
の
名
前
の
人
物
が
登
場
す
る
。
染
谷
氏
架
蔵
本
は
第
一
の
恨
み
か
ら
「
久
馬
之
助
」
が
明
示
さ
れ
、
第
三
、
第
八
と
連
続
し
て
名
前
を
挙
げ
る
事
で
「
久
馬
之
助
」
を
軸
と
し
た
甚
之
介
の
不
満
が
読
者
に
想
定
さ
れ
る
が
、
他
本
で
は
羅
列
さ
れ
る
不
満
の
単
な
る
一
例
に
す
ぎ
な
い
人
物
と
な
る
。
染
谷
氏
架
蔵
本
は
箇
条
書
き
一
つ
一
つ
に
結
び
付
き
が
見
ら
れ
、
物
語
と
し
て
整
理
さ
れ
た
形
跡
が
窺
え
る
。
以
下
に
当
該
箇
所
を
示
す
。
二
九
〇
『
増
田
甚
之
介
物
語
』・『
益
田
甚
之
介
衆
道
沙
汰
之
巻　
全
』—
翻
刻
と
解
題—
〔
染
谷
氏
架
蔵
本
〕
第
三
の
恨
み
其
以
後
久
馬
之
介
と
の
に
て
は
小
鳥
御
す
き
被
成
候
と
て
、
そ
も
し
さ
ま
よ
り
か
の
ひ
は
り
を
か
こ
に
入
、
歌
を
あ
そ
わ＊
し
被
遣
候
由
、
小
村
与
八
郎
と
の
庵
に
て
承
候
。
御
哥
な
か
く
承
事
に
御
座
候
。
数
な
ら
ぬ
身
に
候
へ
共
私
と
御
け
い
や
く
成
候
内
は
、
さ
や
う
の
こ
と
、
私
御
ふ
み
付
被
成
候
御
ふ
る
ま
い
は
あ
る
ま
し
き
事
に
存
候
。
久
馬
之
介
と
の
御
事
は
御
下
中
一
番
の
御
わ
か
し
さ
ま
と
皆
人
申
候
へ
は
、
さ
そ
御
身
分
の
上
も
よ
ろ
し
く
思
召
候
事
、
貴
公
様
に
わ
に
や
い
不
申
候
。
〔
内
閣
文
庫
本
〕
第
二
の
恨
み
其
後
北
村
庄
八
物
語
の
席
に
、
鵜
殿
久
米
之
助
殿
小
鳥
す
き
い
た
さ
れ
候
よ
し
を
御
聞
な
さ
れ
、
あ
な
た
よ
り
ハ
御
所
望
も
な
き
に
、
く
だ
ん
の
ひ
ば
り
被
遣
候
よ
し
、
殊
に
日
（
い
つ
ぞ
や
）
外
表
具
な
さ
れ
候
山
水
の
絵
、
添
ら
れ
候
由
、
中
く
お
ろ
か
の
耳
に
も
承
、（
中
略
）
尤
久
米
之
助
殿
御
事
、
御
家
中
な
ら
び
な
き
御
き
り
や
う
に
御
座
候
〔
加
越
能
文
庫
本
〕
第
二
の
恨
み
其
後
又
小
林
庄
八
郎
殿
御
物
語
に
て
、
宇
賀
井
久
米
之
助
殿
、
小
鳥
御
数
寄
被
成
候
と
貴
様
御
御
聞
被
成
、
御
望
も
無
之
に
貴
様
よ
り
彼
雲
雀
に
哥
を
添
て
久
米
之
介
殿
へ
被
進
候
由
承
候
。（
中
略
）
久
米
之
介
殿
は
御
家
中
一
番
之
若
衆
様
と
承
候
〔
野
間
（
イ
）
本
〕
第
二
の
恨
み
其
上
浮ウ
キ
ス
ク
メ
須
久
馬
殿
小
鳥
数
寄
被
成
候
由
、
北
村
庄
八
殿
に
て
御
聞
被
成
、
御
望
も
な
き
に
か
の
ひ
ば
り
、
た
ん
尺
を
添ソイ
久
馬
殿
へ
御
進
も
な
さ
れ
候
由
承
候
。
（
中
略
）
久
馬
殿
御
事
は
家
中
に
ぶ
そ
う
（
無
双
）
の
御
若
衆
に
て
被
成
御
座
候
〔
野
間
（
ロ
）
本
〕
第
二
の
恨
み
該
当
箇
所
な
し
　
次
に
挙
げ
る
の
は
、
染
谷
氏
架
蔵
本
に
は
見
ら
れ
な
い
記
述
で
あ
る
が
、
野
間
（
イ
）
本
・
加
越
能
文
庫
本
・
内
閣
文
庫
本
に
は
、
物
語
の
最
後
に
左
に
示
す
狂
歌
と
甚
之
介
の
過
去
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
付
さ
れ
て
い
る
。
〔
野
間
（
イ
）
本
〕
勘
兵
衛
門
に
、
翌
日
何
者
か
一
首
の
哥
を
　
森
脇
に
十
双ソウ
バ
イ倍
の
御
心
中
加キヤ
ラ羅
に
益
田
甚
之
介
さ
ま
一
、
扨
々
甚
之
介
き
づ
よ
り
流ナガルる
血
を
見
る
程
の
、
見
ま
ひ
衆
か
ん
る
ひ
を
な
が
し
け
る
。
刀
は
さ
ゝ
ら
の
様
に
成
申
候
。
其
比
甚
之
介
手
跡
な
ど
表
具
し
て
、
我
も
く
と
ひ
そ
う
し
け
る
。
〔
内
閣
文
庫
本
〕
其
節
勘
兵
衛
門
前
に
、
何
も
の
か
た
て
た
り
け
ん
森
岡
に
十
双
倍
の
心
中
ハ
伽
羅
に
も
増
田
甚
之
助
か
な
一
、
権
九
郎
義
、
疵
い
ま
た
本
服
せ
ざ
る
ゆ
へ
、
何
の
御
沙
汰
も
無
之
、
定
而
二
九
一
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号
別
義
有
間
敷
と
、
人
く
申
あ
へ
り
〔
加
越
能
文
庫
本
〕
森
岡
に
十
双
倍
の
御
心
中
伽
羅
に
も
増
田
甚
之
助
様
と
書
置
申
候
。
拙
者
何
も
次
の
間
迄
見
廻
申
候
所
に
、
白
キ
袷
に
浅
黄
縮
緬
の
小
袖
（
十
オ
）
あ
か
つ
き
た
る
を
見
て
見
廻
の
者
共
泪
を
流
し
申
候
。
甚
之
助
書
申
候
色
紙
短
冊
を
我
も
く
と
秘
蔵
仕
表
具
い
た
し
、
家
々
に
進
申
候
。
一
笑
く
　
一
方
、
染
谷
氏
架
蔵
本
に
は
狂
歌
な
ど
は
記
さ
れ
ず
、「（
甚
之
介
）
前
之
通
御
小
姓
組
に
奉
公
被
仰
付
候
。
且
又
森
脇
権
九
郎
事
、
此
度
疵
も
然
と
無
之
故
、
何
之
道
に
も
不
被
仰
付
候
。
定
て
別
儀
有
之
候
間
敷
由
、
難
有
仕
合
に
存
候　
終
」
と
締
め
く
く
ら
れ
る
。
こ
れ
は
書
写
の
過
程
で
他
の
写
本
が
狂
歌
等
を
加
え
た
の
で
は
な
く
、
染
谷
氏
架
蔵
本
で
は
物
語
の
後
日
談
に
あ
た
る
狂
歌
の
部
分
を
削
除
す
る
こ
と
で
、
衆
道
の
三
角
関
係
に
基
づ
く
一
連
の
事
件
に
焦
点
を
当
て
、
物
語
と
し
て
の
結
末
を
整
え
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
以
上
か
ら
染
谷
氏
架
蔵
本
は
、
文
章
の
表
現
で
は
野
間
（
イ
）
本
と
内
閣
文
庫
本
の
中
間
に
位
置
す
る
が
、
読
み
物
と
し
て
体
裁
が
整
え
ら
れ
た
写
本
で
あ
る
と
い
え
る
。
【
注
】
（
１
）野
間
光
辰「
西
鶴
五
つ
の
方
法
」（『
西
鶴
新
新
攷
』、岩
波
書
店
、一
九
八
一
年
）
引
用
は
全
て
本
書
に
拠
る
。
（
２
）
小
野
晋
「『
備
前
喧
嘩
物
語
』-
翻
刻
と
解
説-
」（『
山
口
国
文
』、第
二
号
、
一
九
七
九
年
二
月
）
引
用
は
全
て
本
書
に
拠
る
。
（
３
）『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
第
四
百
二
十
五
（『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』、
第
七
巻
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
五
年
）
（
４
）『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
四
百
二
十
五
の
「
黒
田
高
宗
（
備
前
守
）」
の
項
目
に
は
「
高
宗
が
子
右
近
大
夫
高
政
、
其
子
を
重
隆
と
し
、
高
政
故
あ
り
て
近
江
國
を
去
、
備
前
邑お
久く
郡
福
岡
に
移
り
住
す
と
い
ふ
。」
と
あ
る
。
（
５
）
加
越
能
文
庫
本
が
『
男
色
大
鑑
』
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。
（
６
）『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』巻
第
四
百
六
十
九（『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』第
八
巻
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
五
年
）
の
「
有
馬
頼
利
」
の
項
目
に
「
松
千
代
、
玄
蕃
頭
。
承
応
元
年
に
生
る
。
明
暦
元
年
七
月
三
日
遺
領
を
継
。（
略
）
室
は
松
平
讃
岐
守
頼
重
が
女
」
と
あ
る
。
（
７
）
甚
之
介
が
権
九
郎
へ
宛
て
た
遺
書
に
は
、
恨
み
言
が
八
箇
条
記
さ
れ
る
。
以
下
、
内
容
を
本
稿
の
末
尾
の
表
で
示
す
。
な
お
、
表
の
内
容
は
稿
者
が
ま
と
め
、
冒
頭
か
ら
順
に
①
〜
⑧
の
番
号
を
付
し
た
。
（
二
〇
一
九
年
十
月
一
日
受
理
）
  （
も
り
が
み　
あ
き
こ　
京
都
府
立
大
学
院
博
士
前
期
課
程
）
【
附
記
】
・
資
料
の
閲
覧
に
際
し
御
協
力
賜
わ
り
ま
し
た
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
館
な
ら
び
に
貴
重
な
資
料
を
御
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
染
谷
智
幸
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
・
本
研
究
は
三
一
年
度
植
田
安
也
子
学
術
振
興
基
金
助
成
事
業
に
よ
る
助
成
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
二
九
二
『
増
田
甚
之
介
物
語
』・『
益
田
甚
之
介
衆
道
沙
汰
之
巻　
全
』—
翻
刻
と
解
題—
① 
甚
之
介
が
深
夜
に
権
九
郎
へ
会
い
に
行
く
。
② 
権
九
郎
は
甚
之
介
が
与
え
た
扇
を
吉
介
へ
あ
げ
る
。
③ 
権
九
郎
が
秘
蔵
の
雲
雀
を
久
馬
に
与
え
る
。
○ 
権
九
郎
が
甚
之
介
に
対
し
陰
口
を
言
う
④ 
甚
之
介
と
久
馬
殿
し
か
知
ら
な
い
秘
密
が
、
権
九
郎
に
も
知
ら
れ
て
い
る
。
⑤ 
権
九
郎
は
甚
之
介
が
褒
め
た
小
刀
を
吉
介
へ
持
た
せ
て
い
た
。 
⑥ 
甚
之
介
は
殿
の
御
前
で
馬
に
乗
っ
た
時
の
権
九
郎
に
対
す
る
恨
み
⑦ 
権
九
郎
が
甚
之
介
に
対
し
て
当
て
こ
す
り
を
言
う
。
⑧ 
権
九
郎
が
甚
之
介
の
自
宅
近
く
ま
で
送
ら
な
い
。
①③④②⑤⑥⑦⑧
①②③④⑤⑥⑦⑧
①③④②⑤⑥⑦⑧
①③④②⑤⑥⑦⑧
染　谷　氏
架　蔵　本
加　越　能
文　庫　本
内　　　閣
文　庫　本
野　　　間
（ イ ）　本
野　　　間
（ ロ ）　本
二
九
三
